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ア 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

１．学生確保の見通し 

（１）入学定員設定の考え方 

本学科の教育研究上の目的は以下のとおりである。 

作物の栽培や家畜の飼養に基づく食料生産だけでなく、農畜産物の加工・利用、食品

の機能や特性と品質などの解析、食の利用法を探る技術、生物の持つ機能や生産物の利

用、農産物や製品の流通、生物を活用した人の心身の健康への貢献などの知識や技術を

習得する。その上で、新たな機能の開発、利活用、食農問題を含めた社会のあり方を設

計（デザイン）する能力を養成する。 

この目的を達成するため、演習、実験、実習科目を多く取り入れ、さらに、研究室で

の教育研究活動における様々な体験や経験を通じ、学生の主体的な学修を促す質の高い

学士課程教育を編成している。 

中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学

び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」には、予測困難な時代において高等教

育段階で培うことが求められる「学士力」の重要な要素が示されている。 

本学科では、特に研究室での教育研究活動や集団生活を「学士力」の重要な要素を育

む源として位置付けている。本学における教育研究組織の最小ユニットは研究室であり、

教員は学生への専門教育指導や課外活動のサポートの他、学生生活指導や就職支援も行

っている。そのため、学生は研究室での集団生活を通じて、社会生活を送る上で重要な

教養や専門知識のみならず、他者とのコミュニケーション能力等も身に付けることがで

きる。 

このような研究室を中心とした教育システムを有効に機能させ、掲げた「教育研究上

の目的」を達成可能とする適正な入学定員等について、本学の資源を最大限に活用する

ことを前提に、①後述する本学及び他大学の入試動向、②本学科と類似する近隣大学の

入学定員資料１、③教員一人当たりの学生数、④利用する教育研究施設、⑤学生納付金

等の面から次のとおり設定した。 

 

① 入学定員 123 人（収容定員 492 人） 

② 教員数 15 人 

③ 初年度学生納付金 1,485,600 円 

（入学金、授業料、実験実習演習費、施設設備費及び学生厚生費の合計） 

 

（２）定員充足の見込みと根拠 

１）本学及び他大学等の入試動向 

内閣府が文部科学省の資料を基に作成した「18 歳人口と高等教育機関への進学率等

の推移」資料２によると、18 歳人口は、平成 21～32 年頃までほぼ横ばい（120 万人前
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後）で推移するが、平成 33 年頃から減少（114 万人）し、高等教育機関への進学率はこ

こ数年頭打ちの傾向が示されている。 

一方、日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」による

と、平成 24 年度に 72,512 人であった農学系の志願者数は、平成 28 年度には 83,540 人

となり、5年間で 11,028 人増（約 15％増）となった。資料３ 

また、下表の示すとおり、農学系を志望する受験生の多くは本学を志願先として認知

しており、農学系の志願者数の増加は本学の学生確保の見通しを担保する大きな要因と

いえる。 

 

志願者数（平成 24 年度から平成 28 年度）の推移 

 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

農学系(学部系統)（注） 72,512 77,662 82,167 85,235 83,540

東京農業大学 31,834 33,076 34,153 31,231 29,815

（注）出典：日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」 

 

日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」に基づき、平

成 24 年～28 年までの 5 カ年における大学のカテゴリー別志願倍率を示したものであ

る。これによると、本学と農学系の志願倍率は、他に比べいずれも高く、全国的な 18 歳

人口の減少にかかわらず、本学は受験生から高い志願を維持している。 

 

カテゴリー別志願倍率（平成 24 年度から平成 28 年度）の推移 

カテゴリー 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度

全大学（注 1） 7.02 7.39 7.53 7.58 7.76

入学定員(1500-3000 人)（注 1,2） 8.07 8.52 9.07 9.07 9.47

東京都(所在地)（注 1） 9.67 9.75 9.68 9.63 9.84

農学系(学部系統)（注 1） 10.42 11.16 11.81 11.34 11.12

東京農業大学（注 1） 13.15 13.67 13.77 12.39 11.83

（注 1）出典：日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」 

（注 2）本学の入学定員は 2,800 人（平成 30 年度予定） 

志願倍率は次式による。志願者数÷入学定員 

 

また、本学における直近 5 年間の入学志願動向をみると、志願者数は約 30,000 人、

志願倍率（志願者数÷入学定員）は 12 倍前後で推移しており、いずれも全国平均を上

回っている。資料４、資料５ 

平成 28 年度入試を例に確認すると、志願者数の合計は 29,815 人であり、これは入学

定員の 2,520 人の約 12 倍であり、過去の入試実績からも学生確保の見通しについて、
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充分に担保できる状況にある。 

以上、一般的な志願動向及び本学のこれまでの入試実績から、本学科の設置にあたり、

充分に学生確保の見込みがあると判断した。更に、本学科に対する高校生の入学意向を

把握するために、次の通りアンケート調査を行った。資料６ 

 

２）新設学科に対する入学意向調査 

① 調査対象者 

アンケート調査は平成 28 年 9 月～平成 28 年 11 月に、学科を新設する本学厚木キャ

ンパスの近隣に所在する高等学校、または、本学に進学実績のある高等学校を中心に 1

都 1 道 15 県（北海道、青森県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、三重県）に所

在する高等学校の在学者で、平成 30 年度大学進学対象となる高校 2 年生を対象に行っ

た。 

② 調査方法 

アンケート調査は、学科を新設する本学厚木キャンパスの近隣に所在する高等学校、

または本学に進学実績のある高等学校に対して、新設する各学科の概要を示したリーフ

レット及びアンケート用紙を送付し、アンケート用紙に記入する方法により実施した。 

アンケート用紙は高等学校から第三者機関へ直接郵送し、集計結果を第三者機関がと

りまとめた。 

③ 調査結果 

高校卒業後の進路について調査した結果、高校 2 年生 39,205 人のうち、30,518 人

（77.8%）が「4年制大学進学」を希望しており、「短期大学進学」は 1,079 人（2.8%）、

合わせて 31,597 人（80.6%）が国内の高等教育機関への進学を希望している。さらに、

「専門学校進学」3,419 人（8.7%）を合わせると、35,016 人（89.3%）が高等学校卒業

後、進学を希望している。 

進学を希望すると回答した 35,016 人のうち、本学科に入学を希望すると回答した高

校 2 年生は合計 972 人となり、入学定員 123 人に対し、約 8 倍の入学意向を示してい

る。 

以上の調査結果と、調査対象の高等学校以外からの高校生の進学も考えられることか

ら、本学科の入学定員を満たす学生は十分に確保できるものと考える。 

 

（３）学生納付金設定の考え方 

本学科の教育目的を達成するため必要となる学生納付金について、本学の資源を最大

限に利用することを前提に、設定した学生数と教員数及び必要となる施設設備等を基礎

とし、初年度学生納付金（入学金、授業料、実験実習演習費、施設設備費及び学生厚生

費の合計）を 1,485,600 円に設定した。 



  

4 
 

本学科の初年度学生納付金の多寡について検討するために、ホームページ等の公開情

報から本学科と類似する他大学の学科を特定し、日本私立大学団体連合会による「学生

納付金等調査」をもとに比較調査を行った資料１。その結果、他大学（5 大学 6 学科）

は、本学科の初年度学生納付金を全て上回っていた。また、類似する 5大学 6学科の平

均は 1,657,367 円であり、本学科より 171,767 円高い設定となっている。 

これらから、設定した学生納付金により、競合大学に対して学生確保の面における競

争力が低下することはないと考える。 

 

２．学生確保に向けた具体的な取組状況 

（１）学生確保に向けた具体的な取組状況（予定含む） 

本学は建学の精神「人物を畑に還す」と教育の理念「実学主義」に基づき、教育研究

活動に取り組んでいる。これを踏まえ、本学や農学系分野の特色及び各学科の教育内容

等について、高校教員、保護者、受験生、予備校関係者等の理解を得るために様々な媒

体を利用して広報活動を実施している。本学科における平成 29 年度の学生募集活動は

既設学部が例年行う内容と同様に実施する予定である。また、農学系及び関連分野にも

積極的に参加予定である。 

① 進学相相談会（首都圏私立大学進学相談会 15 大学 資料７、農学・獣医学・生物環

境系進学ガイダンス、大学フェアー等）（動員数約 1,443 名） 

② 高校訪問（訪問高校数 513 校） 

③ 出張講義（出張高校数  37 校） 

④ 大学見学（来学高校数  47 校、 参加者 967 名） 

⑤ 大学案内（学科、研究室、キャリア、入試日程等を紹介） 

⑥ 新聞等（朝日、読売、日経新聞、高校生新聞、東進タイムス等）資料８ 

⑦ 看板広告（本厚木駅） 

⑧ 受験雑誌等（蛍雪時代、大学発見ナビ、マナビジョンブック（保護者版）等） 

⑨ WEB 広報等（進学ネット、マナビジョン、パスナビ、マイナビ進学 U-17 等）、大学

HP 

⑩ 山手線新型車両「E235 系」AD トレイン等資料９ 

※（ ）内数字は平成 27 年度実績 

毎年開催している大学独自の各種イベント 

① キャンパス見学ツアー（年 2回開催）資料 10・・・（世田谷 2,411 名、厚木 521 名、

オホーツク 153 名） 

② オープンキャンパス（各キャンパスごとに開催）資料 11・・・（世田谷 9,234 名、

厚木 2,837 名、オホーツク 480 名） 

③ 収穫祭・進学相談会（各キャンパスごとに開催）資料 12・・・（世田谷 919 名、厚

木 240 名、オホーツク 94 名） 
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④ ユメナビ資料 13 （263 名） ミライガク資料 14 （450 名） 

北九州ゆめみらいワーク資料 15 （500 名） 

※（ ）内数字は平成 28 年度参加者数 

 

（２）学生確保についての具体的な取組状況及びその効果、反応等 

各種広報活動の実施により、入学定員を確保している。 

充実した学生生活のため、アドミッションポリシーの発信や、学科の教育内容や特徴、

ディプロマポリシー等を明確に説明することで、学生が希望に沿った学科を選択できる

ように取り組み、不本意入学をできるだけ防ぎ、卒業時に高い満足度が得られるように

配慮している。 

このような取り組みが、以下の入学定員に対する志願者の倍率に示されるとおり、効

果がでているものと考える。 

 

全学部の志願者の推移（入学定員・志願者数（全入試制度）・志願倍率） 

 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度

入学定員 2,420 名 2,420 名 2,480 名 2,520 名 2,520 名

志願者数 31,834 名 33,076 名 34,153 名 31,233 名 29,815 名

志願倍率 13.15 倍 13.67 倍 13.77 倍 12.39 倍 11.83 倍

 

 

イ 人材需要の動向等社会の要請 

１．人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

(1) 養成する人材像 

 現在、急ぎ解決が求められている食料問題、環境問題、資源エネルギー問題は相互

に密接に関連しており、個別課題を解決しても全体システムの最適化にはつながらな

いため、この三つの課題を俯瞰して持続的社会を構築することが求められている。農

学は食料や生活資材、生命、環境を対象とした「設計科学」と定義（日本学術会議）

されており、これらの課題の解決に効果的な役割を果たすことが期待されている。本

学科は、農学を基盤として農の多面的機能に関する幅広い知識と知恵を活かしなが

ら、豊かで持続的な社会を設計（デザイン）することを目指す。そこで、これら三つ

の課題の総合的解決に寄与する意欲を持ち、以下の項目に貢献する人材を養成する。 

1) 生物が多面的な機能を持つことを理解し、農学的な発想・知識・技術を基に、生物

とその生産物の新しい機能や利用技術を開発すること。 

2) 生物の持つ食料や生活資材としての機能についての知識を持ち、それらの潜在的な

新機能を活用するための加工・利用技術や製品をイノベーション農学の視点に基づ

き開発すること。 
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3) 農業の多面的な機能に関する幅広い理解を踏まえた食農システムの構築を通じ、豊

かで持続的な社会・地域・生活をサスティナビリティ農学の視点に基づき設計（デ

ザイン）し社会に還元していくこと。 

 

(2)教育研究上の目的 

作物の栽培や家畜の飼養に基づく食料生産だけでなく、農畜産物の加工・利用、食

品の機能や特性と品質などの解析、食の利用法を探る技術、生物の持つ機能や生産物

の利用、農産物や製品の流通、生物を活用した人の心身の健康への貢献などの知識や

技術を習得する。その上で、新たな機能の開発、利活用、食農問題を含めた社会のあ

り方を設計（デザイン）する能力を養成する。 

そのため、現場から課題を発見し、解決策を考案して発信し、それを自ら実践して

いくことができる能力を身につける。具体的には次の能力を有する人材の養成を目指

す。 

1) 幅広い知識と深い思考力を総合化する能力。 

2) 農業の多面的機能に係る現実社会の課題に対応できる能力。 

3) 環境や生命に対する倫理などの視点をもって行動する能力。 

4) 持続的な食農システムの構築と福祉農学や ESD(Education for sustainable 

development)の実践に係る能力。 

5) 農学領域において利用されている自然科学、人文科学や社会科学を総合的に考察

し、バランスの取れた判断を下すことができる能力。 

6) 主体的な学習や研究を行い、その成果を発信して相手を説得していくためのプレ

ゼンテーション能力。 

 

(3)卒業後の進路 

本学科の卒業生は、農林水産業、食品産業、外食産業だけでなく、健康・医療・福祉

関係、環境系産業、エネルギー産業、情報・通信業などで、また政策提言や政策決定に

係るシンクタンク・コンサルタントや行政関係、サイエンスコミュニケーターとして、

食や農と社会をつなぐ様々な場面での活躍が期待される。 

 

２．上記が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根

拠 

 

（１）養成する人材像の基礎となる人材需要 

 上述の１．（１）「養成する人材像」１)、２)、３)のそれぞれについて、人材需要の

動向を各種資料により検証する。 
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１）「生物が多面的な機能を持つことを理解し、農学的な発想・知識・技術を基に、

生物とその生産物の新しい機能や利用技術を開発する人材」について 

① バイオエコノミーの展開に貢献する人材の需要 

環境問題や資源・エネルギー問題に配慮しながら食料問題を解決していく必

要があることはいうまでもないが、バイオリソースとバイオテクノロジーとを

利用して経済を活性化していこうという動き、すなわちバイオエコノミーが世

界的に注目されている（www.oecd.org/futures/bioeconomy/2030）。このような

世界的動きに伴って、この分野の人材需要が期待されている。 

② バイオ関連産業の発展に貢献する人材の需要 

日本国内においても、科学技術基本計画や BT 戦略大綱の策定を通じて、バイ

オテクノロジーは国家戦略目標としての 4 つの重点科学技術分野の 1 つに位置づ

けられており、関連の展示会が数多く開催されている。例えば、BIOtech2016

（www.bio-t.jp/）や BioJapan2016（www.ics-expo.jp/biojapan/ja/）の会場に

おいては数多くの商談が行われており、この業界を支える人材の需要が大きいこ

とを示している。 

 

 ２）「生物の持つ食料や生活資材としての機能についての知識を持ち、それらの潜

在的な新機能を活用するための加工・利用技術や製品をイノベーション農学

の視点に基づき開発する人材」について 

① バイオテクノロジーの活用に貢献する人材の需要 

バイオテクノロジー関連産業の動向をみると、バイオ関係の特許出願数が近

年、急激に増加している（www.jftc.go.jp/cprc/reports/index.files/cr-

0606..pdf）。このことは、直接の製造業だけでなく、それを支える関連作業や、

特許・制度等のソフトに係るような分野を含めて、今後の人材需要の伸びが想定

される。 

② 機能性表示食品の関連産業に貢献する人材の需要 

現在、わが国では食の安全と安心に対する関心が高まるとともに、さらに健康

な生活を志向する動きが大きく、それを受けて食品に関する制度や政策も充実が

進んでいる。その代表例として、機能性表示食品を上げることができる。消費庁

は、機能性表示食品の開発に基づく届け出に関するデータベース

（www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/foods_with_function_claims

/）を構築して対応を図っている。今後、機能性表示食品の企画、制作、製造、

流通、販売に関する人材の需要が増大すると考えられる。 

 

３）「農業の多面的な機能に関する幅広い理解を踏まえた食農システムの構築を通

じ、豊かで持続的な社会・地域・生活をサスティナビリティ農学の視点に基
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づき設計（デザイン）し社会に還元していく人材」について 

① 少子高齢化社会への対応に貢献する人材の需要 

現在、日本の高齢者（65 歳以上）は 3400 万人を超え、全人口に占める割合も

27.3％と過去最高となり、世界的にみても先進国の中で最も高くなっている

（www.stat.go.jp/data/topics/topi971.htm）。すなわち、日本は既に超高齢社会

となり、様々な側面で課題先進国といえる。初めて直面する課題は、分野横断的

なものであり、これらを解決するための社会・地域・生活をデザインするための

農学が果たす役割は非常に大きいと考えられる。例えば、すなわち新設される学

科の卒業生が果たすべき役割は大きいことが予想される。要介護人口は年々増加

しており（www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2014/zenbun/s1_2_3.html）、介

護食品の販売額は増加しているが、潜在的なニーズは大きく、この分野の人材需

要に応えることは喫緊の課題といえる

（https://www.alic.go.jp/content/000107177.pdf）。 

②  持続的社会と well-being をデザインする人材の需要 

また、認知症対策としての園芸療法も、今後の拡大が期待され、障害者の農業

分野での就労は徐々に増加しており、農業と福祉との連携は、持続的社会の構

築、そして well-being を実現していくために新学科の卒業生が活躍することが

期待される分野である（www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kourei.html）。この

他、人口減少社会における地域振興や、東日本大震災のような大災害における復

旧復興において社会・地域・生活をデザインする能力が今後、広く求められる。

さらに、学術研究と現実社会をつなげる役割として、今後、サイエンスコミュニ

ケーターが重要な役割を果たしていく

（www.kahaku.go.jp/learning/university/partnership/02.html、

www.miraikan.jst.go.jp/aboutus/sciencecommunicator.html）。このような分野

において本学科の卒業生は、コンサルタント、行政関係などの政策決定の支援

や、実務者としての活躍が期待されている。 

 

   以上のように、本学科の卒業生の進路として想定される分野、業界、職種にお

いて、新たな人材需要および社会的貢献に関する期待が高まっており、本学科の

新設により養成された学生の進路は十分確保できると考えられる。 

 

（２）卒業生に対する採用意向調査 

本学科の卒業生に対する人材需要の動向をみるために、本学卒業生の採用実績のある

企業、または卒業生の就職が見込まれる企業等 3,262 社の採用担当者に対してアンケー

ト調査を実施した。調査はアンケート用紙及び新設する各学科の概要を示したリーフレ

ットを送付し、回答を依頼したものである。アンケート用紙は第三者機関へ企業等から
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直接郵送し、集計結果を第三者機関がとりまとめた。調査実施期間は、平成 28 年 9 月

～11 月であり、有効回答数 627 件で、有効回収率は約 19.2%である。資料 21 

 はじめに、本学科の社会的必要性について調査した結果、回答のあった企業等627件

のうち、「社会的必要性が高い分野である」が342件（54.5%）と最も多く、次いで

「一応、社会的必要性を感じる」202件（32.2%）、「わからない」55件（8.8%）、

「あまり必要性を感じない」16件（2.6%）、「無回答」10件（1.6%）、「必要性は 

ない」2件（0.3%）の順になっている。なお、本学科について、「社会的必要性が高い

分野である」、「一応、社会的必要性を感じる」の肯定的な回答を合算すると、544件

（86.7%）となっている。 

続いて、本学科の卒業生の採用意向調査の結果、回答のあった企業等627件のうち、

「採用を検討したい」が302件（48.2%）と最も多く、次いで「採用したい」231件

（36.8%）、「採用を考えない」74件（11.8%）、「無回答」20件（3.2%）の順になっ

ている。なお、「採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合算する

と、533件（85.0%）となっている。 

肯定的な採用意向を示した533件に対して、本学科の卒業生の将来的な採用人数につ

いて調査したところ、「人数は未確定」が362件（67.9%）と最も多く、次いで「1人」

110件（20.6%）、「2人」25件（4.7%）、「5人以上」23件（4.3%）、「3人」11件

（2.1%）、「4人」2件（0.4%）の順になっている。 

本学科の卒業生の採用に肯定的な回答数に、将来的な採用人数の各選択肢（「1

人」、「2人」、「3人」、「4人」、「5人以上（5人として計算）」、「人数は未確定

（1人として計算）」）を乗じ、これを合計した結果、採用意向人数は「採用したい」

のみで合計した場合、357人分となる。入学定員は123名であるため、約3倍の採用意向

を確保できている。 

以上の調査結果と、今回の調査対象以外の進路も考えられることから、本学科の卒

業生の進路は十分に確保できるものと考える。 
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東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、

デザイン農学科（仮称）への

高校生の入学意向に関するアンケート調査報告

平成２８年１２月

一般財団法人 日本開発構想研究所

資料６



東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、デザイン農学科（仮称）への 
高校生の入学意向に関するアンケート調査報告 

 
１．調査概要 
（1） 調査目的 
平成 30 年 4 月に予定している東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、デザイン農

学科（仮称）の開設に向けて、設置年度の進学対象層に対する東京農業大学農学部生物資源

開発学科（仮称）、デザイン農学科（仮称）への入学意向を把握することを目的とする。 
 
（2） 調査対象高校及び対象者 

近隣に所在する高等学校、または、東京農業大学に進学実績のある高等学校を中心に、1
都 1 道 15 県（東京都、北海道、青森県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉

県、千葉県、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、三重県）に所在する高

等学校の在学者で平成 30 年度大学進学対象となる高校 2 年生。 
 
（3） 調査方法 
近隣に所在する高等学校、または、東京農業大学に進学実績のあるものを中心とした高等

学校 241 校に 60,045 人分のアンケート用紙及び東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮

称）、デザイン農学科（仮称）の概要を示したリーフレットを送付し、教室等で直接アンケ

ート用紙に記入する方法により実施。回答用紙は一般財団法人日本開発構想研究所へ高校か

ら直接郵送。 
この結果、高校 2 年生 39,205 人から有効回答（有効回収率約 65.2%）があった。 
集計結果より、東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、デザイン農学科（仮称）

への入学意向を分析した。 
 
（4） 調査実施期間 
平成 28 年 9 月～平成 28 年 11 月 

 
（5） 有効回収率等 
調査対象者数：高等学校 241 校 60,045 人 
有効回答者数：高等学校 213 校 39,493 人の回答のうち、高校 2 年生 39,205 人 
有効回収率 ：約 65.2%（有効回答者 39,205 人÷調査対象者 60,045 人） 

 
※東京農業大学にて設置を構想している農学部生物資源開発学科、デザイン農学科は仮称で

あるが、その旨の表示を本文中では省略した。  
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２．調査結果 
（1）現住所について 
現住所について調査した結果、高校 2 年生 39,205 人のうち、7.0%以上の割合を占めたも

のを挙げると、「神奈川県」が 5,187 人（13.2%）と最も多く、次いで「埼玉県」4,309 人

（11.0%）、「千葉県」3,827 人（9.8%）、「静岡県」3,790 人（9.7%）、「東京都（23 区内）」

3,308 人（8.4%）、「栃木県」2,768 人（7.1%）、「長野県」2,744 人（7.0%）の順になってい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）高校卒業後の進路について 
高校卒業後の進路について調査した結果、高校2年生39,205人のうち、30,518人（77.8%）

が「4 年制大学進学」を希望しており、「短期大学進学」は 1,079 人（2.8%）、合わせて

31,597 人（80.6%）が国内の高等教育機関への進学を希望している。さらに、「専門学校進

学」3,419 人（8.7%）を合わせると、35,016 人（89.3%）が高等学校卒業後、進学を希望し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現住所

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 東京都（23区内） 3,308       8.4            
2 東京都（23区外） 2,512       6.4            
3 神奈川県 5,187       13.2         
4 埼玉県 4,309       11.0         
5 千葉県 3,827       9.8            
6 宮城県 1,050       2.7            
7 福島県 2,053       5.2            
8 茨城県 2,237       5.7            
9 栃木県 2,768       7.1            
10 群馬県 2,539       6.5            
11 新潟県 706          1.8            
12 山梨県 1,274       3.2            
13 長野県 2,744       7.0            
14 静岡県 3,790       9.7            
15 その他 892          2.3            

無回答 9               0.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 39,205     100          

高校卒業後の進路

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 4年制大学進学 30,518     77.8         
2 短期大学進学 1,079       2.8            
3 専門学校進学 3,419       8.7            
4 就職 3,242       8.3            
5 その他 889          2.3            

無回答 58             0.1            
N （％ﾍﾞｰｽ） 39,205     100          
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（3）希望する設置主体について 
3-1 希望する設置主体（第 1 希望）について 
「4 年制大学進学」、「短期大学進学」、「専門学校進学」を希望する 35,016 人に、希望する

設置主体（第 1 希望）について調査した。その結果は、「国公立」が 16,424 人（46.9%）と

最も多く、次いで「私立」12,973 人（37.0%）、「国公立・私立を問わない」5,485 人

（15.7%）、「無回答」134 人（0.4%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2 希望する設置主体（第 2 希望）について 
「4 年制大学進学」、「短期大学進学」、「専門学校進学」を希望する 35,016 人に、希望する設

置主体（第 2 希望）について調査した。その結果は、「私立」が 13,977 人（39.9%）と最も

多く、次いで「国公立・私立を問わない」9,376 人（26.8%）、「国公立」6,272 人（17.9%）、

「無回答」5,391 人（15.4%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

希望する設置主体（第1希望）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 国公立 16,424     46.9         
2 私立 12,973     37.0         
3 国公立・私立を問わない 5,485       15.7         

無回答 134          0.4            
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016     100          

希望する設置主体（第2希望）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 国公立 6,272       17.9         
2 私立 13,977     39.9         
3 国公立・私立を問わない 9,376       26.8         

無回答 5,391       15.4         
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016     100          
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（4）興味のある分野について 
4-1 興味のある分野（第 1 位）について 
「4 年制大学進学」、「短期大学進学」、「専門学校進学」を希望する 35,016 人に、興味のあ

る分野（第 1 位）について調査した。その結果は、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、

「理学・工学・生命科学関係」が 5,502 人（15.7%）と最も多く、次いで「経済学・経営

学・法律学・商学関係」4,638 人（13.2%）、「文学・史学・文化・外国語関係」3,838 人

（11.0%）、「教育学・保育関係」3,189 人（9.1%）、「医学・歯学・薬学関係」2,304 人

（6.6%）、「看護学関係」1,990 人（5.7%）、「農学・獣医学関係」1,807 人（5.2%）の順にな

っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

興味のある分野（第1位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農学・獣医学関係 1,807          5.2              
2 理学・工学・生命科学関係 5,502          15.7            
3 食物学・栄養学関係 1,489          4.3              
4 建築関係 1,234          3.5              
5 情報関係 1,402          4.0              
6 社会学・社会福祉学関係 956             2.7              
7 経済学・経営学・法律学・商学関係 4,638          13.2            
8 文学・史学・文化・外国語関係 3,838          11.0            
9 哲学・宗教学・心理学関係 948             2.7              
10 家政学関係（被服・住居） 265             0.8              
11 教育学・保育関係 3,189          9.1              
12 医学・歯学・薬学関係 2,304          6.6              
13 看護学関係 1,990          5.7              
14 リハビリテーション関係 623             1.8              
15 保健・医療関係（12～14を除く） 814             2.3              
16 健康・スポーツ・体育学関係 1,346          3.8              
17 芸術学関係 1,210          3.5              
18 その他 1,286          3.7              

無回答 175             0.5              
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016       100             
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4-2 興味のある分野（第 2 位）について 
「4 年制大学進学」、「短期大学進学」、「専門学校進学」を希望する 35,016 人に、興味のあ

る分野（第 2 位）について調査した。その結果は、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、

「理学・工学・生命科学関係」が 3,635 人（10.4%）と最も多く、次いで「文学・史学・文

化・外国語関係」3,281 人（9.4%）、「教育学・保育関係」3,037 人（8.7%）、「経済学・経営

学・法律学・商学関係」2,648 人（7.6%）、「情報関係」2,290 人（6.5%）、「無回答」2,077
人（5.9%）、「哲学・宗教学・心理学関係」2,028 人（5.8%）、「社会学・社会福祉学関係」

1,908 人（5.4%）、「健康・スポーツ・体育学関係」1,773 人（5.1%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

興味のある分野（第2位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農学・獣医学関係 1,642          4.7              
2 理学・工学・生命科学関係 3,635          10.4            
3 食物学・栄養学関係 1,508          4.3              
4 建築関係 1,587          4.5              
5 情報関係 2,290          6.5              
6 社会学・社会福祉学関係 1,908          5.4              
7 経済学・経営学・法律学・商学関係 2,648          7.6              
8 文学・史学・文化・外国語関係 3,281          9.4              
9 哲学・宗教学・心理学関係 2,028          5.8              
10 家政学関係（被服・住居） 732             2.1              
11 教育学・保育関係 3,037          8.7              
12 医学・歯学・薬学関係 1,678          4.8              
13 看護学関係 1,106          3.2              
14 リハビリテーション関係 1,013          2.9              
15 保健・医療関係（12～14を除く） 1,522          4.3              
16 健康・スポーツ・体育学関係 1,773          5.1              
17 芸術学関係 1,202          3.4              
18 その他 349             1.0              

無回答 2,077          5.9              
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016       100             
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4-3 興味のある分野（第 3 位）について 
「4 年制大学進学」、「短期大学進学」、「専門学校進学」を希望する 35,016 人に、興味のあ

る分野（第 3 位）について調査した。その結果は、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、

「無回答」が 3,655 人（10.4%）と最も多く、次いで「教育学・保育関係」が 2,822 人

（8.1%）、「哲学・宗教学・心理学関係」2,644 人（7.6%）、「文学・史学・文化・外国語関係」

2,325 人（6.6%）、「経済学・経営学・法律学・商学関係」2,265 人（6.5%）、「情報関係」

2,243 人（6.4%）、「健康・スポーツ・体育学関係」2,125 人（6.1%）、「食物学・栄養学関係」

2,040 人（5.8%）、「建築関係」1,897 人（5.4%）、「社会学・社会福祉学関係」1,803 人

（5.1%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

興味のある分野（第3位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農学・獣医学関係 1,652          4.7              
2 理学・工学・生命科学関係 1,569          4.5              
3 食物学・栄養学関係 2,040          5.8              
4 建築関係 1,897          5.4              
5 情報関係 2,243          6.4              
6 社会学・社会福祉学関係 1,803          5.1              
7 経済学・経営学・法律学・商学関係 2,265          6.5              
8 文学・史学・文化・外国語関係 2,325          6.6              
9 哲学・宗教学・心理学関係 2,644          7.6              
10 家政学関係（被服・住居） 797             2.3              
11 教育学・保育関係 2,822          8.1              
12 医学・歯学・薬学関係 1,561          4.5              
13 看護学関係 914             2.6              
14 リハビリテーション関係 1,081          3.1              
15 保健・医療関係（12～14を除く） 1,527          4.4              
16 健康・スポーツ・体育学関係 2,125          6.1              
17 芸術学関係 1,692          4.8              
18 その他 404             1.2              

無回答 3,655          10.4            
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016       100             
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（5）東京農業大学の知名度について 
「4 年制大学進学」、「短期大学進学」、「専門学校進学」を希望する 35,016 人に、東京農業

大学の知名度について調査した。その結果は、「大学の名前を聞いたことがある」が 19,234
人（54.9%）と最も多く、次いで「知らなかった」8,231人（23.5%）、「大学の評判をなんと

なく知っている」2,900 人（8.3%）、「大学の名前の他に、キャンパスの場所、学部、クラブ

など一つ以上知っている」2,543 人（7.3%）、「東京農業大学を進学先の候補の一つとして考

えている」1,495 人（4.3%）、「無回答」613 人（1.8%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（6）農学部生物資源開発学科、デザイン農学科への興味・関心について 
「4 年制大学進学」、「短期大学進学」、「専門学校進学」を希望する 35,016 人のうち、東京

農業大学農学部生物資源開発学科、デザイン農学科について「大いに興味・関心がある」と

回答したのは 702 人（2.0%）である。また、「興味・関心がある」1,530 人（4.4%）、「すこ

し興味・関心がある」4,053 人（11.6%）との回答があり、「大いに興味・関心がある」「興

味・関心がある」「すこし興味・関心がある」の合計 6,285 人（18.0%）が東京農業大学生物

資源開発学科、デザイン農学科に興味を示している。 
 
 
 
 
 
 
 

東京農業大学の知名度

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 東京農業大学を進学先の候補の一つとして考えている 1,495          4.3              
2 大学の名前の他に、キャンパスの場所、学部、クラブなど一つ以上知っている 2,543          7.3              
3 大学の評判をなんとなく知っている 2,900          8.3              
4 大学の名前を聞いたことがある 19,234       54.9            
5 知らなかった 8,231          23.5            

無回答 613             1.8              
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016       100             

生物資源開発学科、デザイン農学科への興味・関心

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大いに興味・関心がある 702          2.0            
2 興味・関心がある 1,530       4.4            
3 すこし興味・関心がある 4,053       11.6         
4 わからない 10,846     31.0         
5 その他 88             0.3            
6 興味・関心はない 17,019     48.6         

無回答 778          2.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016     100          

 
7



（7）興味・関心の理由について（複数回答） 
興味・関心の理由については、「（6）農学部生物資源開発学科、デザイン農学科学科への

興味・関心について」にて東京農業大学農学部生物資源開発学科、デザイン農学科に興味・

関心を示した 6,285 人のうち、「興味・関心のある分野だから」が 4,365 人（69.5%）と最も

多く、次いで「学べる内容やカリキュラムが良さそう」3,134 人（49.9%）、「職業や企業へ

の就職に有利そう」1,487 人（23.7%）、「学習サポート体制が充実していそう」1,462 人

（23.3%）、「校舎・施設が充実していそうだから」1,369人（21.8%）、「目指す資格を取得で

きそう」875 人（13.9%）、「大学に伝統と実績があるから」551 人（8.8%）、「自宅から通え

るから」438 人（7.0%）、「クラブ活動が活発そうだから」427 人（6.8%）、「その他」181 人

（2.9%）、「学費が適正だから」135 人（2.1%）、「無回答」92 人（1.5%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生物資源開発学科、デザイン農学科への興味・関心の理由（複数回答）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 興味・関心のある分野だから 4,365          69.5            
2 学べる内容やカリキュラムが良さそう 3,134          49.9            
3 学習サポート体制が充実していそう 1,462          23.3            
4 目指す資格を取得できそう 875             13.9            
5 職業や企業への就職に有利そう 1,487          23.7            
6 大学に伝統と実績があるから 551             8.8              
7 クラブ活動が活発そうだから 427             6.8              
8 自宅から通えるから 438             7.0              
9 学費が適正だから 135             2.1              
10 校舎・施設が充実していそうだから 1,369          21.8            
11 その他 181             2.9              

無回答 92               1.5              
N （％ﾍﾞｰｽ） 6,285          100             
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（8）農学部生物資源開発学科、デザイン農学科への受験意向について 
「4 年制大学進学」、「短期大学進学」、「専門学校進学」を希望する 35,016 人のうち、「大

いに興味・関心がある」、「興味・関心がある」、「すこし興味・関心がある」、「わからない」、

「その他」と回答した 17,219 人に、東京農業大学農学部生物資源開発学科、デザイン農学

科への受験意向について調査した。 
その結果は、「受験してみたい」341 人（2.0%）、「受験先として検討したい」1,257 人

（7.3%）、の合計 1,598 人（9.3%）が東京農業大学農学部生物資源開発学科、デザイン農学

科への受験意向を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
（9）農学部生物資源開発学科、デザイン農学科への入学意向について 
「（8）農学部生物資源開発学科、デザイン農学科への受験意向について」にて、東京農業

大学農学部生物資源開発学科、デザイン農学科への受験意向を示した 1,598 人と、「わから

ない」と回答した 6,284 人、合計 7,882 人に、東京農業大学農学部生物資源開発学科、デザ

イン農学科を受験し、合格した場合の入学意向について調査した。 
その結果は、「農学部生物資源開発学科に入学を希望する」が 1,457 人（18.5%）、「農学部

デザイン農学科に入学を検討する」が 972 人（12.3%）となり、合計 2,429 人（30.8%）が

東京農業大学農学部生物資源開発学科、デザイン農学科への入学意向を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生物資源開発学科、デザイン農学科への入学意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農学部生物資源開発学科に入学を希望する 1,457          18.5            
2 農学部デザイン農学科に入学を希望する 972             12.3            
3 わからない 4,945          62.7            
4 入学を希望しない 413             5.2              

無回答 95               1.2              
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,882          100             
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３．調査結果のまとめ 
「（9）新学科への入学意向について」の調査結果を集計した結果は下表である。 

 
 
 
 
 
 
 
① 農学部生物資源開発学科について 
農学部生物資源開発学科に入学を希望すると回答した高校 2 年生は合計 1,457 人となり、

東京農業大学農学部生物資源開発学科の入学定員 125 人に対し、約 11.65 倍の入学意向を示

している。 
② 農学部デザイン農学科について 
農学部デザイン農学科に入学を希望すると回答した高校 2 年生は合計 972 人となり、東京

農業大学農学部デザイン農学科の入学定員 123 人に対し、7.9 倍の入学意向を示している。 
 
 
以上の調査結果と、調査対象の高等学校以外からの高校生の進学も考えられることから、

東京農業大学農学部生物資源開発学科、デザイン農学科の入学定員を満たす学生は十分に確

保できるものと考える。 
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調査票等 
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東京農大
農学部

農 の ここ ろ で 社 会 を デ ザ イン す る

 2018年4月
2学科開設予定
生物資源開発学科（仮称）

デザイン農学科（仮称）

※学科の概要等は予定であり、変更する場合があります。

東京農業大学
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※学科の概要等は予定であり、変更する場合があります。

農学は生物の持つ多様な機能を巧みに利用し、高品質の食料を安定生産するとともに生活の質
（QOL：Quality of Life）を向上させ、また、生態系保全と修復にも大きな役割を果たす実践的な価
値を追求する学問です。現在、農学に対する社会的ニーズはこれまで以上に高まるとともに多様化して
きています。 

農学は生命（いのち）に触れ、生き物を育てる生産科学の学問であるばかりでなく
そこで得られる知識や知恵を利用して、地域レベルから地球規模の環境保全、
生活の質の向上やライフスタイルの形成 にまで関わることが、大きく期待されています。
このような時代のニーズに対応し農学部は、農学科、動物科学科（仮称）、生物資源開発学科（仮称）、
デザイン農学科（仮称）の４学科体制になります。 農学の広がりに対応した学科構成・カリキュラムを
整え、豊かで持続可能な社会の実現に貢献します。

農学部の研究のキーワード　農学2.0
食料生産に特化する形ではじまった農学を「農学 1.0」とすれば、現在の農学が網羅する分野は大きく
広がり、「農学 2.0」として展開を始めています。「農学 1.0」の中心課題、食料生産技術関連の研究
を完全にふまえた上で、たとえば生物機能開発、農業の多面的機能、生物多様性の確保、食農デザイ

ンなど、さまざまな新しい重要な課題に取り組んでいきます。ここでは、サスティナビリティ※、
レジリアンス※、well-being※ がキーワードになっていきます。

農学部の教育のキーワード　農学リテラシー
農学を学ぶうえで、ベースとなる基礎力向上と学びを深めるのに必要な関連分野を見渡す力、さまざま

な知識の組合せや連携させる力を養うのが農学リテラシーです。 農学リテラシーは、アカデミック
リテラシー・アカデミックスキルズ・農学全体を見わたす講義（農学俯瞰講義）
で構成し、農学部に学ぶすべての学生が、農学部に社会が期待する知識・技術を修得します。

農学部の人間力養成のキーワード　研究室
伝統的に東京農大の学びの中心は研究室です。新しい農学部でも確実に受け継がれます。
ここで培われるのは……

つまり、研究室で 社会を生き抜く力、知的基礎力を身につけることができる のです。

研究結果をまとめる
分析力

じっくりと研究を続ける
持続力

実験計画を立てる
企画力

仲間と協同で研究を進めるチームワークと
コミュニケーション力

論文をまとめる
文章力

研究結果を発表する
プレゼン力

農学部は　学科体制に。４
2018年4月

※ サスティナビリティ：持続可能性　レジリアンス：復元力　ｗell -being：身体的・精神的・社会的に良好な状態
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持続可能
な社会

植物

昆虫

野生
動物

生物資源
探索

遺伝
資源

生薬

自然史

生物多様性
管理

生物資源
利用

生物資源開発学科
Department of Bioresource Development

　生物多様性を保全することは、自然環境の維持や生態系サービスの享受につながり、持続可
能な社会構築にもつながります。農業においても、生物多様性への配慮が欠如した農地は、自
然環境に著しい負荷をかけていることは明らかです。生物多様性の維持・管理は、人間生活の
基盤であり、多面的な生物資源の持続的利用と共に、これからの農学に求められている大きな
テーマです。
　生物資源開発学科は、農業生態系から自然生態系にいたる動植物の多様性の解明と保全を基
軸に、新たな生物資源の探索と生物の多様な機能の活用方法を追究していきます。これからの
社会が求める持続可能な農業・環境・社会づくりに貢献しようという人に相応しい学科です。

生物多様性をキーワードに
持続的社会に貢献する

植物多様性学
研究室

昆虫学
研究室

野生動物学
研究室

薬用資源学
研究室

遺伝資源利用学
研究室

※学科の概要等は予定であり、変更する場合があります。

生物資
源利

用

生物
多様
性管理

野生動物

植物

遺伝資源 生薬

生物資源
探索

生物資源
開発

生物資源
利用

生物多様性
保全

生態系
管理

生物多様性の理解
多面的機能の活用

昆虫

予想される研究テーマ例

●農業生態系と自然生態系における生物相の解明・保全と生物利活用
●生物多様性管理技術の開発
●生薬の国産化を目指した栽培体系化と新たな植物資源探索
●新品種作出を目的とした有用遺伝資源開発
●ゲノム情報活用と新育種技術による次世代型の品種改良
●農業に有用な昆虫資源・潜在害虫の探索
●絶滅危惧種の生息域内ならびに生息域外保全
●野生動物の生態・行動
●野生動植物との共存を目指した生態系サービスの持続的活用

予想される進路

大学院、公務員、教員、環境コンサルタント、環境アセスメント、学芸員、
自然保護官、農業生産法人、動物園、植物園、博物館、農業および農業
関連産業、製薬会社、旅行会社（自然ツアー関連）、出版マスコミ　等

■取得資格（予定）
中学校教諭一種免許状（理科）
高等学校教諭一種免許状（理科・農業）
学芸員、図書館司書
環境再生医初級、自然再生士補

昆虫調査（フォギング）昆虫調査（フォギング）

野生動物調査野生動物調査

（仮称）
（仮称）
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持続可能
な社会

機能性製品
の開発

商品
デザイン

バイオマス
エネルギー

食品
加工

ESD

農福
連携

災害
復興

食の
安全・安心

農畜産物
の利用

デザイン農学科
Department of Agricultural Innovation for Sustainable Society

　「農」には多面的な機能があります。高品質の食料の安定供給はもちろんのこと、繊維製品、化粧品、健康
食品などの「機能性ものづくり」や、都市計画、環境・食農教育、医療福祉などとの「連携・システムづくり」
の期待も高まっています。このような多面的機能の開発を通して持続的で豊かな社会を構築し、人類の幸福
（well-being）を実現することが農学の最終目標です。
　デザイン農学科は、生物や生産物の機能性を解明し、効果的に利活用したり、さまざまな生物や加工およ
び品質評価から、それを利用する消費者の心身の健康までをカバーし、単に生存することに留まらず、食と農
との持続的なシステムに基づいた社会、地域、生活をデザインする学科です。新たなライフスタイルを提案し
実現したいという意欲あふれる人に相応しい学科です。

食と農の多面的機能の開発を通じ
持続可能な社会・地域・生活をデザインする

生物機能開発学
研究室

食資源利用学
研究室

食機能科学
研究室

生活デザイン農学
研究室

社会デザイン農学
研究室

※学科の概要等は予定であり、変更する場合があります。

サ スティ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
農
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
農

学

新しい機能性製品や
食農システムの持続性

の開発
畜産物の

加工利用技術の
開発

農産物加工と
食品機能の解明

福祉農業や
ESD活動の
展開

生物由来の
新機能製品の
開発

地域における
持続的な

食農システムの
構築

予想される研究テーマ例

●生物機能の解明とそれを利用した機能性製品の開発　
●農畜産物の加工利用技術の開発
●生物構造を模倣した（バイオミミクリー）製品の開発　  
●食品の安全性の評価　
●農業教育とESDの展開　
●農業による社会的弱者の支援　
●バイオ燃料の環境影響評価
●災害復興支援システムの構築
●持続的社会の構築のための政策提案 

予想される進路

大学院、食品関連会社、化粧品関連会社、健康素材関連会社、バイオベ
ンチャー、バイオミミクリー関連会社、農畜産物卸売業、教員、農業協
同組合、生活協同組合、社会福祉事業、公務員、コンサルタント、シン
クタンク　等

■取得資格（予定）
高等学教諭一種免許状（農業）
学芸員
図書館司書

デザイン農学：「農」や生物の機能性を利用して社会を耕す応用科学
ESD：Education for Sustainable Development「持続的な開発のための教育」

素材の機能性から
モノ・システムへ

マユの機能を活かした化粧品マユの機能を活かした化粧品

タマムシの構造色を利用した製品タマムシの構造色を利用した製品

（仮称）

（仮称）
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単純集計表 
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学年

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 高校1年生 146          0.4            
2 高校2年生 39,205     99.3         
3 高校3年生 134          0.3            

無回答 8               0.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 39,493     100          

性別

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 男子 18,625     47.5         
2 女子 20,554     52.4         

無回答 26             0.1            
N （％ﾍﾞｰｽ） 39,205     100          
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現住所

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 東京都（23区内） 3,308       8.4            
2 東京都（23区外） 2,512       6.4            
3 神奈川県 5,187       13.2         
4 埼玉県 4,309       11.0         
5 千葉県 3,827       9.8            
6 宮城県 1,050       2.7            
7 福島県 2,053       5.2            
8 茨城県 2,237       5.7            
9 栃木県 2,768       7.1            
10 群馬県 2,539       6.5            
11 新潟県 706          1.8            
12 山梨県 1,274       3.2            
13 長野県 2,744       7.0            
14 静岡県 3,790       9.7            
15 その他 892          2.3            

無回答 9               0.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 39,205     100          

高校卒業後の進路

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 4年制大学進学 30,518     77.8         
2 短期大学進学 1,079       2.8            
3 専門学校進学 3,419       8.7            
4 就職 3,242       8.3            
5 その他 889          2.3            

無回答 58             0.1            
N （％ﾍﾞｰｽ） 39,205     100          
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希望する設置主体（第1希望）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 国公立 16,424     46.9         
2 私立 12,973     37.0         
3 国公立・私立を問わない 5,485       15.7         

無回答 134          0.4            
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016     100          

希望する設置主体（第2希望）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 国公立 6,272       17.9         
2 私立 13,977     39.9         
3 国公立・私立を問わない 9,376       26.8         

無回答 5,391       15.4         
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016     100          
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興味のある分野（第1位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農学・獣医学関係 1,807          5.2              
2 理学・工学・生命科学関係 5,502          15.7            
3 食物学・栄養学関係 1,489          4.3              
4 建築関係 1,234          3.5              
5 情報関係 1,402          4.0              
6 社会学・社会福祉学関係 956             2.7              
7 経済学・経営学・法律学・商学関係 4,638          13.2            
8 文学・史学・文化・外国語関係 3,838          11.0            
9 哲学・宗教学・心理学関係 948             2.7              
10 家政学関係（被服・住居） 265             0.8              
11 教育学・保育関係 3,189          9.1              
12 医学・歯学・薬学関係 2,304          6.6              
13 看護学関係 1,990          5.7              
14 リハビリテーション関係 623             1.8              
15 保健・医療関係（12～14を除く） 814             2.3              
16 健康・スポーツ・体育学関係 1,346          3.8              
17 芸術学関係 1,210          3.5              
18 その他 1,286          3.7              

無回答 175             0.5              
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016       100             
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興味のある分野（第2位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農学・獣医学関係 1,642          4.7              
2 理学・工学・生命科学関係 3,635          10.4            
3 食物学・栄養学関係 1,508          4.3              
4 建築関係 1,587          4.5              
5 情報関係 2,290          6.5              
6 社会学・社会福祉学関係 1,908          5.4              
7 経済学・経営学・法律学・商学関係 2,648          7.6              
8 文学・史学・文化・外国語関係 3,281          9.4              
9 哲学・宗教学・心理学関係 2,028          5.8              
10 家政学関係（被服・住居） 732             2.1              
11 教育学・保育関係 3,037          8.7              
12 医学・歯学・薬学関係 1,678          4.8              
13 看護学関係 1,106          3.2              
14 リハビリテーション関係 1,013          2.9              
15 保健・医療関係（12～14を除く） 1,522          4.3              
16 健康・スポーツ・体育学関係 1,773          5.1              
17 芸術学関係 1,202          3.4              
18 その他 349             1.0              

無回答 2,077          5.9              
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016       100             
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興味のある分野（第3位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農学・獣医学関係 1,652          4.7              
2 理学・工学・生命科学関係 1,569          4.5              
3 食物学・栄養学関係 2,040          5.8              
4 建築関係 1,897          5.4              
5 情報関係 2,243          6.4              
6 社会学・社会福祉学関係 1,803          5.1              
7 経済学・経営学・法律学・商学関係 2,265          6.5              
8 文学・史学・文化・外国語関係 2,325          6.6              
9 哲学・宗教学・心理学関係 2,644          7.6              
10 家政学関係（被服・住居） 797             2.3              
11 教育学・保育関係 2,822          8.1              
12 医学・歯学・薬学関係 1,561          4.5              
13 看護学関係 914             2.6              
14 リハビリテーション関係 1,081          3.1              
15 保健・医療関係（12～14を除く） 1,527          4.4              
16 健康・スポーツ・体育学関係 2,125          6.1              
17 芸術学関係 1,692          4.8              
18 その他 404             1.2              

無回答 3,655          10.4            
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016       100             
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生物資源開発学科、デザイン農学科への興味・関心

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大いに興味・関心がある 702          2.0            
2 興味・関心がある 1,530       4.4            
3 すこし興味・関心がある 4,053       11.6         
4 わからない 10,846     31.0         
5 その他 88             0.3            
6 興味・関心はない 17,019     48.6         

無回答 778          2.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016     100          

東京農業大学の知名度

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 東京農業大学を進学先の候補の一つとして考えている 1,495          4.3              
2 大学の名前の他に、キャンパスの場所、学部、クラブなど一つ以上知っている 2,543          7.3              
3 大学の評判をなんとなく知っている 2,900          8.3              
4 大学の名前を聞いたことがある 19,234       54.9            
5 知らなかった 8,231          23.5            

無回答 613             1.8              
N （％ﾍﾞｰｽ） 35,016       100             
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生物資源開発学科、デザイン農学科への興味・関心の理由（複数回答）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 興味・関心のある分野だから 4,365          69.5            
2 学べる内容やカリキュラムが良さそう 3,134          49.9            
3 学習サポート体制が充実していそう 1,462          23.3            
4 目指す資格を取得できそう 875             13.9            
5 職業や企業への就職に有利そう 1,487          23.7            
6 大学に伝統と実績があるから 551             8.8              
7 クラブ活動が活発そうだから 427             6.8              
8 自宅から通えるから 438             7.0              
9 学費が適正だから 135             2.1              
10 校舎・施設が充実していそうだから 1,369          21.8            
11 その他 181             2.9              

無回答 92               1.5              
N （％ﾍﾞｰｽ） 6,285          100             
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生物資源開発学科、デザイン農学科への入学意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農学部生物資源開発学科に入学を希望する 1,457          18.5            
2 農学部デザイン農学科に入学を希望する 972             12.3            
3 わからない 4,945          62.7            
4 入学を希望しない 413             5.2              

無回答 95               1.2              
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,882          100             

生物資源開発学科、デザイン農学科への受験意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 受験してみたい 341      2.0        
2 受験先として検討したい 1,257   7.3        
3 わからない 6,284   36.5     
4 受験先として考えないと思う 8,934   51.9     

無回答 403      2.3        
N （％ﾍﾞｰｽ） 17,219 100      
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「農のこころ」を育み、
「“生きる”を支える」。

農と生命を科学して社会に貢献する人材を育成
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学
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21
世
紀
の

を
握
る
生
命
科
学
と
は
？

　

21
世
紀
の
人
類
は
「
食
料
」「
環
境
」「
健
康
」「
資
源
」「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
解

決
に
つ
な
が
る
学
問
と
し
て
、
世
界
中
で
活
発
に
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
が
生
命
科
学
だ
。
な
ぜ
今
、
生
命
科
学
な
の
か
？　

　

そ
こ
で
２
０
１
７
年
４
月
に
新
た
に
「
生
命
科
学
部
」
を
開
設

す
る
東
京
農
業
大
学
の
応
用
生
物
科
学
部
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
教
授
・
矢
嶋
俊
介
先
生
（
２
０
１
７

年
４
月
よ
り
生
命
科
学
部
長
就
任
予
定
）
に
、
生
命

科
学
の
魅
力
と
、
東
京
農
大
な
ら
で
は
の
生
命
科
学

研
究
の
醍
醐
味
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

徹
底
し
た
「
実
学
主
義
」
で

生
命
科
学
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る

東京農業大学 応用生物科学部　バイオサイエンス学科 教授
生物資源ゲノム解析センター長
（2017 年４月より生命科学部長 就任予定）

長野県生まれ。1993 年　東京大学大学院 農学系研究科 応用生命工学専攻 博士課程修了　博
士（農学）。同年　米国国立衛生研究所（National Institutes of Health）で博士研究員。ドー
パミンの受容体遺伝子発現について研究。研究に没頭しつつ、週末はテニス（全く上達せず）。国
立公園の雄大さに感動を覚える。1997 年から東京農業大学。専門は構造生命科学。Ｘ線結晶構
造解析法でタンパク質の立体構造を調べる。Imperial College London に研究員として英国滞在
を経験。人々のサッカー好きを目の当たりにする。

矢嶋 俊 介 先生

生命科学部 各学科の予想される進路

大学院進学 (32.2%)　就職 (60.8%)　内訳：食料品製造業
（17.0％）、サービス業（13.2％）、情報通信業（9.5％）、卸売
業（8.6％）、公務員（8.6％）等。

バイオサイエンス学科

分子生命化学科（展望）
製薬、化成品、高分子、香料、化粧品、農薬、材料などの化学に関
する幅広い業界。その他、企業の総合職、農業分野、公務員、教員。
1/3 が大学院へ進学（見込）。その後、研究職、開発職へ。

分子微生物学科（展望）
医薬品開発、検査・品質管理、食品原料の生産、バイオマス生産、
環境浄化等を目的とした企業の企画・商品開発部門、研究機関。
情報産業、福祉・看護部門、公務員、教員等。
1/3 が大学院へ進学（見込）。その後、研究職、開発職へ。

生命科学分野の
研究を支えて
いるのは、
解析技術の
進歩なんです。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
開
発
者
で

あ
る
山
中
伸
弥
先
生
の
功

績
を
始
め
、21
世
紀
は
生

命
科
学
の
世
紀
と
も
い
わ

れ
ま
す
。今
、生
命
科
学
が

注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
生
命
現
象

を
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
解
き

明
か
す
「
生
命
科
学
」
が

脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
今
か
ら
20
年
ほ
ど

前
の
こ
と
で
す
。ク
ロ
ー
ン

羊
の
ド
リ
ー
や
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

計
画
が
登
場
し
た
頃
で
、

ち
ょ
う
ど
東
京
農
大
で
も

応
用
生
物
科
学
部
を
設
置

し
「
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
」
を
設
立
し
た
時
期
と

な
り
ま
す
。
遺
伝
子
研
究

を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
こ
う

と
い
う
東
京
農
大
の
取
り

組
み
は
、
当
時
と
し
て
は
先

進
的
な
試
み
で
し
た
。

　そ
れ
か
ら
20
年
を
経

て
、
生
命
科
学
は
今
、
飛
躍

的
な
発
展
を
見
せ
て
い
ま

す
。
背
景
の
ひ
と
つ
に
あ
る

の
は
、Ｉ
Ｔ
の
急
激
な
進
化

と
普
及
で
す
。
例
え
ば
ヒ
ト

ゲ
ノ
ム
計
画
は
先
進
５
カ

国
が
10
年
を
費
や
し
て
挑

ん
だ
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

し
た
が
、
現
在
の
解
析
装
置

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
え

ば
わ
ず
か
１
カ
月
ほ
ど
で

解
明
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

生
物
の
不
思
議
を
解
き
明

か
す
こ
と
は
、
長
く
困
難
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し

近
年
の
科
学
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や

蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
よ

う
に
革
新
的
な
発
明
や
発

見
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
潮
流
の
な
か

で
、東
京
農
大
で
は
２
０

１
７
年
４
月
に
「
生
命
科

学
部
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

「
生
命
科
学
部
」
の
特
徴

は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

具
体
的
に
は
「
分
子
生

命
化
学
科
」「
分
子
微
生

物
学
科
」、そ
し
て
現
在
は

応
用
生
物
科
学
部
内
に
あ

る
「
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
」
の
３
つ
の
学
科
で
構
成

さ
れ
ま
す
。と
り
わ
け
従
来

の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
と
い
う

意
味
で
特
徴
的
な
の
は
「
分

子
生
命
化
学
科
」
で
し
ょ

う
。
生
物
を
化
学
か
ら
捉
え

る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

理
工
学
系
に
並
ぶ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
応
用
生
物

科
学
部
に
も
「
生
物
応
用

化
学
科
」
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
長
い
歴
史
を
持
ち

食
料
生
産
に
関
わ
る
農
芸

化
学
か
ら
発
展
し
て
き
て
い

ま
す
。
一
方
「
分
子
生
命

化
学
科
」
で
は
、バ
イ
オ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
新
し
い

高
分
子
を
創
り
だ
す
と
い
っ

た
研
究
も
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
「
分
子
微
生
物
学

科
」
も
、
微
生
物
の
働
き
を

広
く
研
究
す
る
学
科
と
し

て
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。さ
ら
に
20

年
余
り
の
実
績
を
誇
る
「
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」
で

は
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
脳
科

学
研
究
や
哺
乳
類
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
、
植
物

の
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
複
雑

な
生
命
現
象
の
解
明
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
農
大
の
理
念
は
「
実

学
主
義
」
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
が
、生
命
科
学
部

で
は
何
を
ど
の
よ
う
に
学

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

生
命
科
学
部
に
も
、も
ち

ろ
ん
「
実
学
主
義
」
の
理

念
は
継
承
さ
れ
ま
す
。そ
の

表
れ
と
い
え
る
の
が
実
習
・

実
験
・
演
習
の
豊
富
さ
で

す
。
例
え
ば
「
分
子
微
生

物
学
科
」「
分
子
生
命
化
学

科
」
で
は
１
年
次
か
ら
基

礎
化
学
実
験
が
始
ま
り
ま

す
。ま
た
、
東
京
農
大
は
北

海
道
か
ら
沖
縄
に
至
る
ま
で

各
地
に
広
大
な
農
場
を

持
っ
て
お
り
、さ
ま
ざ
ま
な
形

で
利
用
で
き
る
の
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。　そ
う
し
た

環
境
の
中
で
実
験
や
演
習

を
繰
り
返
し
、
座
学
で
得
た

知
識
を
よ
り
深
め
て
い
く
わ

け
で
す
。
同
時
に
、
自
ら
積

極
的
に
物
事
を
考
え
る
姿

勢
を
育
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
実
験
と
い
う

の
は
自
分
で
計
画
を
立
て
て

検
証
し
、
成
果
が
出

る
ま
で
辛
抱
強
く

繰
り
返
す
必
要
が

あ
る
か
ら
で
す
。そ

れ
は
結
果
と

し
て
、
社

会
人
に

な
っ
て
か

ら
必
須

と

な
る

問

題

解

決
能
力
を

鍛
え
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。１
年
次
か
ら
実
験

や
実
習
を
取
り
入
れ
て
い
る

の
は
、そ
う
し
た
狙
い
が
あ
る

か
ら
で
す
。

実
学
重
視
か
つ
、実
践
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま

れ
る
に
あ
た
っ
て
、生
命

科
学
部
を
志
望
す
る
学

生
に
は
ど
の
よ
う
な
力
を

期
待
し
ま
す
か
？

求
め
る
知
識
と
し
て
は

「
生
物
」「
物
理
」「
化
学
」

が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
学

科
に
よ
っ
て
優
先
度
は
少
し

異
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け

「
分
子
生
命
化
学
科
」
で

は
、
圧
倒
的
に
化
学
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。な
ぜ
な

ら
す
べ
て
の
生
命
現
象
は

化
学
物
質
の
反
応
に
よ
っ

て
起
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
一
方
で
、も
の
ご
と

に
対
す
る
興
味
関
心
も
強

く
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

生
命
の
仕
組
み
を
調
べ
た

り
、も
の
づ
く
り
が
好
き
と

い
う
こ
と
で
も
い
い
。
実
験

が
得
意
と
い
う
こ
と
で
も
い

い
で
す
。

化
学
合
成
に
よ
っ
て
新

し
い
物
質
を
創
る
過
程
や

生
命
現
象
を
掘
り
下
げ
る

過
程
は
、
論
理
的
思
考
力

を
養
う
鍛
錬
に
な
り
ま
す
。

ま
た
「
分
子
微
生
物
学
科
」

で
履
修
す
る
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
（
生
命
情

報
科
学
）
で
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
扱
い
ま
す
。
興
味
関

心
を
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
力
を
身
に
つ

け
る
環
境
が
生
命
科
学
部

に
は
整
っ
て
い
る
の
で
、自
分

の
や
り
た
い
こ
と
、
知
り
た

い
こ
と
を
持
っ
て
入
学
し
て

も
ら
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

理
系
学
部
は
大
学
院
へ
の

進
学
志
向
が
強
く
、企
業

も
大
学
院
生
の
採
用
に
積

極
的
と
聞
き
ま
す
。生
命

科
学
部
に
お
け
る
大
学
院

進
学
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

生
命
科
学
部
で
は
３
年

次
の
前
半
で
研
究
室
に
所

属
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
国

公
立
と
比
べ
て
も
早
い
ほ
う

な
の
で
す
が
、そ
れ
で
も
研

究
に
打
ち
込
み
た
い
と
い
う

学
生
に
と
っ
て
は
時
間
が

足
り
ま
せ
ん
。大
学
院
に
進

学
す
れ
ば
、
世
界
の
第
一

線
の
研
究
者
た
ち
と
対
等

に
研
究
を
行
い
、
新
た
な
発

見
に
つ
な
が
る
成
果
を
手

に
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ

ま
す
。
就
職
に
関
し
て
も
、

研
究
職
は
大
学
院
卒
と
い

う
流
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら

進
路
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
農
大
の
場

合
、
学
費
の
サ
ポ
ー
ト
も
手

厚
く
、
大
学
院
奨
学
金
制

度
を
改
正
し
て
対
象
者
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

よ
っ
て
、最
初
の
２
年
間（
博

士
前
期
課
程
）
に
つ
い
て

は
、ほ
と
ん
ど
の
授
業
料
が

半
額
と
な
り
ま
す
。
入
学

金
も
免
除
と
な
り
ま
す
か

ら
、１
年
目
は
国
公
立
大

学
よ
り
も
負
担
が
か
か
り

ま
せ
ん
。さ
ら
に
本
学
の
学

部
か
ら
博
士
前
期
課
程
を

経
て
博
士
後
期
課
程
ま
で

進
め
ば
、
学
費
の
ほ
ぼ
全

額
が
免
除
と
な
り
ま
す
。新

設
２
学
科
の
大
学
院
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
に

向
け
て
文
科
省
に
申
請
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
大
学
院
へ
の
進
学
も
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

PR

未
来
に
種
ま
く

生
命
科
学

東京農業大学
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問い合わせ先 東京農業大学入試センター

全学部統一型
日　　　　程

全国 17 会場で実施
2/7（火）～ 9（木）

博士前期課程はほとんどの授業料が半額となり、1 年
目は国公立大学よりも学費の負担が少なくなります。
さらに、本学の学部から博士前期課程を経て博士後期
課程まで進めば、学費のほぼ全額が免除となります。

実学主義を
実践する

5学科を新設

バイオサイエンス学科

最先端のバイオ技術で遺
伝子の働きを解明し、食料・
環境・健康問題などの解
決を目指す。 

分子生命化学科

生物圏のあらゆる現象に
関係している原子・分子
の働きを、化学的な視点
から解き明かす。   

分子微生物学科

人類未発見とされる90％
の微生物、および微生物
が関与する生命現象を解
き明かす。   

地域創成科学科

里山など地域の伝統文化に
最新技術を融合。持続可能
な土地利用の構築や、地域
づくりの実現を目指す。

国際食農科学科

世界が注目する日本食農
文化、栽培技術、加工技
術の伝統と発展を総合的
に学ぶ。   

会　場

会　場
札幌、仙台、新潟、名古屋、大阪、広島、福岡、大宮、
津田沼、松戸、池袋、立川、町田、横浜、水戸、
世田谷・オホーツクキャンパス

学 部 志 望 型

充 実 の 大 学 奨 学 金 ！

東京農大は社会科学、理学、環境系統等、大学の学問
系統12のうち9領域をカバー。「生命、食料、環境、健康、
エネルギー、地域創成」をキーワードに農と生命を
科学し、” 生きる” を支えます。

広 が る 領 域 ！

日　　　　程
全国 14 会場で実施
2/28（火）

仙台、名古屋、大阪、福岡、大宮、津田沼、松戸、
池袋、横浜、水戸、高崎、世田谷・厚木・
オホーツクキャンパス

Tel ： 03-5477-2226　Mail ： nyushi@nodai.ac.jp

憧れの大学へ、そして夢を志へ。「憧れの職業を追え！」バックナンバーはこちら　→www.toshin.com

TOSHIN TIMES　2016年10月1日発行　第三種郵便物承認 定価 150円

TOSHIN TIMES 2016. ＴＨＥ “COUNT DOWN TO THE CHALLENGE！” ISSUE
学
部
全
体
が
”小
さ
な
地
球
“　

応
用
生
物
科
学
部
の
魅
力
と
は
？

　

２
０
１
７
年
４
月
の
「
生
命
科
学
部
」
開
設
を
始
め
、『
生
き
る
』

を
支
え
る
農
学
の
進
化
に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
東
京
農
業
大
学
。

「
生
命
」「
食
料
」「
環
境
」「
健
康
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
地
域
創
成
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
６
学
部
22
学
科
の
多
彩
な
学
び
の
場
を
提
供
す

る
同
大
だ
が
、
今
回
注
目
す
る
の
は
農
学
を
「
化
学
」
の
視
点
か

ら
探
究
す
る
「
応
用
生
物
科
学
部
」。
学
部
長
の
上

原
万
里
子
先
生
に
、
応
用
生
物
科
学
部
の
４
学
科

の
魅
力
を
お
聞
き
し
た
。

豊
富
な
実
験
・
実
習
で

「
即
戦
力
」
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く

『
生
き
る
』を
支
え
る

応
用
生
物
科
学
の
力

東京農業大学
P R E S E N T S#2

東京農業大学 応用生物科学部長 
食品安全健康学科 教授

1988 年 東京農業大学・大学院・農学研究科・農学専攻・博士後期課程
を修了後（農学博士）、同大学・農学部・栄養学科助手、講師、助教授、フィ
ンランド・ヘルシンキ大学・医学部 博士研究員（臨床生化学研究室）、応
用生物科学部・栄養科学科 准教授、教授を経て、平成 26 年 4 月より新
設の食品安全健康学科に異動し、「食と農」の博物館長を兼務後、平成
28年4月より応用生物科学部長

上原 万里子 先生

〜
生
物
生
産
・
食
品
・
健
康
・
環
境
〜

応用生物科学部 各学科のおもな進路

大学院進学（19.2％）　就職（73.3％）　
内訳：食料品製造業（27％）、サービス業（13％）、卸売業（13％）、
小売業（11％）、化学工業（10％）等。

生物応用化学科

醸造科学科
大学院進学（14.4％）　自営（0.6％）　就職（78.0％）　
内訳：食料品製造業（39％）、卸売業（13％）、小売業（13％）、サー
ビス業（9％）、化学工業（4％）等。

栄養科学科
大学院進学（10.5％）　就職（81.4％）
内訳：サービス業※（26％）、小売業（20％）、食料品製造業（17％）、
保健・福祉・介護事業（7％）、医療保健業（7％）等。

食品安全健康学科【展望（2014 年開設）】
大学院進学、新規食素材開発、食品・医薬品等新薬の安全性を検
討する民間研究所、同公的機関、食品・製薬企業の品質管理・検
査部門や企画商品開発部門、国際・国内情勢の学術調査部門等。 オホーツクキャンパス

収穫祭 ～土 月 祝

世田谷キャンパス【前夜祭：10/27（木）】
収穫祭 体育祭～金 月日

厚木キャンパス
収穫祭 ～土 日

画像支給
希望
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２
０
１
７
年
４
月
の
生
命

科
学
部
開
設
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
応
用
生
物
科
学
部

に
あ
っ
た
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
が
生
命
科
学
部
へ

移
設
と
な
り
ま
す
。
応
用

生
物
科
学
部
と
は
ど
ん
な

学
部
で
す
か
？

応
用
生
物
科
学
部
は

「
生
物
応
用
化
学
科
」「
醸

造
科
学
科
」「
食
品
安
全

健
康
学
科
」「
栄
養
科
学

科
」
の
４
つ
の
学
科
構
成
と

な
り
ま
す
。
農
学
の
知
識
と

知
恵
を
食
品
、
発
酵
、
健

康
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
広
く
応
用
展
開
し

て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は

す
べ
て
「
食
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
結
び
つ
い
て
い
ま

す
。
応
用
生
物
科
学
部
で

は
「
基
礎
か
ら
応
用
へ
」
と

い
う
点
を
重
視
し
ま
す
の

で
、
分
子
や
遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
の
基
礎
研
究
に
よ
り
生
命

現
象
を
掘
り
下
げ
て
い
く
生

命
科
学
部
に
対
し
、
分
子

や
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
基
礎

研
究
を
土
台
と
し
て
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
食
料
生
産

か
ら
食
品
製
造
、
食
品
が

人
に
及
ぼ
す
影
響
ま
で
を
学

び
、
研
究
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
学
部
そ
の
も
の
が
ま
る

で
「
小
さ
な
地
球
」
の
よ
う

で
す
。

「
食
」
を
通
し
て
人
間
の

営
み
す
べ
て
を
探
求
す
る

学
部
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

各
学
科
の
特
徴
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

生
物
応
用
化
学
科
で
は
、

分
子
の
視
点
か
ら
土
壌
や

肥
料
、
植
物
、
微
生
物
、

農
薬
、
食
料
、
栄
養
な
ど

の
広
範
囲
な
分
野
の
教
育

と
研
究
が
大
き
な
特
徴
で

す
。醸

造
科
学
科
は
、
伝
統

技
術
と
先
端
科
学
を
融
合

さ
せ
た
学
科
で
す
。
伝
統

的
な
醸
造
・
発
酵
技
術
の

理
論
を
先
端
的
な
研
究
手

法
で
ひ
も
と
い
て
、
そ
こ
か

ら
更
に
新
し
い
技
術
を
組
み

立
て
て
い
ま
す
。

食
品
安
全
健
康
学
科

は
、
食
品
の
機
能
性
と
安

全
性
を
考
え
る
学
科
で
す
。

食
品
に
含
ま
れ
る
成
分
が
、

あ
る
病
気
に
対
し
て
予
防
効

果
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
別

の
毒
性
が
出
て
し
ま
っ
て
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
食
の

「
機
能
」
と
「
安
全
」
を
両

輪
と
し
て
捉
え
る
学
科
の
創

設
は
、
東
京
農
大
に
よ
る

初
の
試
み
と
な
り
ま
す
。
栄

養
科
学
科
の
目
的
は
、
国

家
資
格
で
あ
る
管
理
栄
養

士
の
養
成
で
す
。
実
は
農

学
系
大
学
で
栄
養
系
の
学

科
は
少
数
で
す
。
医
学
系

の
知
識
の
み
な
ら
ず
、「
農

学
概
論
」
な
ど
の
講
義
で

食
料
生
産
の
知
識
を
学
ぶ
こ

と
も
で
き
る
の
は
、
東
京
農

大
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
。

東
京
農
大
の
理
念
は
「
実

学
主
義
」。
実
験
や
実
習
は

多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　　ど
の
学
科
も
１
年
次
か
ら

実
験
を
行
い
ま
す
ね
。
例
え

ば
食
品
安
全
健
康
学
科
で

は
基
礎
化
学
、
生
化
学
、

生
理
学
、
微
生
物
学
の
４
つ

の
必
修
実
験
科
目
を
１
年

次
に
受
講
し
ま
す
。
実
際

に
手
を
動
か
し
、
基
礎
的
な

実
験
方
法
を
学
び
な
が
ら

座
学
の
知
識
を
深
め
て
い
く

わ
け
で
す
。

　　ま
た
、
応
用
生
物
科

学
部
の
特
徴
と
し
て
、

基
礎
研
究
を
行
い
つ
つ
も
、

作
物
や
食
品
開
発
な
ど
の

成
果
物
が
見
え
や
す
い
面
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
植

物
由
来
の
機
能
性
成
分
の

研
究
を
企
業
と
共
同
で
行

い
、
こ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は

現
在
商
品
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
食
品
や
化
粧

品
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
企
業
出

身
の
先
生
も
在
籍
し
て
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
の
改

良
、
機
能
性
の
探
索
、
肌

や
味
覚
な
ど
の
研
究
も
し
て

い
ま
す
。
あ
る
い
は
他
大
学

と
連
携
し
た
り
、
学
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
り
、

内
外
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な

形
で
研
究
を
進
め
て
い
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

商
品
開
発
に
携
わ
る
機
会

が
あ
る
の
は
魅
力
的
で
す
。

で
は
応
用
生
物
科
学
部
が

求
め
る
力
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？

　　や
は
り
生
物
と
化
学
の
基

礎
知
識
で
す
。
と
り
わ
け
化

学
が
重
要
な
の
で
す
が
、
文

系
出
身
者
や
入
試
で
生
物

を
選
択
し
た
学
生
の
中
に
は

化
学
が
苦
手
と
い
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
学

で
は
入
学
直
後
に
基
礎
化

学
と
基
礎
生
物
の
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
で

基
準
点
に
達
し
て
い
な
い
場

合
は
、
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
研

究
室
を
訪
ね
て
き
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、

な
か
に
は
課
外
授
業
を
行
っ

て
い
る
先
生
も
い
ま
す
。
苦

手
科
目
を
克
服
す
る
機
会

は
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
不
安
の

解
消
に
つ
な
げ
て

も
ら
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
一
番
大

切
な
の
は
、
熱
意

と
や
る
気
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
も
充

実
し
て
い
る
の
で

す
ね
。
最
後
に

４
年
間
の
大
学

生
活
で
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
力
を
お

教
え
く
だ
さ
い
。

　　学
業
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
社
会

で
は
今
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
研
究
室
で
の
活

動
が
は
じ
ま
り
、
仲
間
と
の

切
磋
琢
磨
を
通
し
て
社
会

性
が
育
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
収

穫
祭
（
下
欄
参
照
）」
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育

む
絶
好
の
機
会
で
し
ょ
う
。

ス
テ
ー
ジ
企
画
や
模
擬
店
、

体
育
祭
の
応
援
合
戦
な
ど

す
べ
て
が
学
生
の
手
作
り

で
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま

す
。
毎
年
多
く
の
高
校
生

が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　　そ
し
て
４
年
間
で
学
ん
だ

成
果
を
持
っ
て
、
ぜ
ひ
大
学

院
へ
進
学
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
企
業
で
開
発

や
研
究
な
ど
を
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
修
士
の
学
位
は

必
須
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
研
究
職

や
大
学
の
教
員
と
な
れ
ば
、

博
士
の
学
位
が
必
要
で
す
。

管
理
栄
養
士
で
も
、
近
年
、

医
療
の
現
場
で
は
医
師
や

看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士

が
チ
ー
ム(

ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ

ン
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

：

Ｎ
Ｓ

Ｔ)

を
組
ん
で
患
者
の
栄
養

管
理
を
行
う
病
院
が
増
え

て
お
り
、
医
師
た
ち
の
会

話
に
つ
い
て
い
く
に
は
修
士

レ
ベ
ル
の
知
識
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
大
学
院
で
勉
強

を
続
け
、
そ
こ
で
得
た
高
い

専
門
知
識
を
社
会
で
活
か

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

※管理栄養士の資格を活かした業務も含む

研
究
に
使
わ
れ
る
共
焦
点
レ
ー
ザ
ー

顕
微
鏡
（
左
奥
）
。
取
材
当
日
も
学

生
が
サ
ル
の
小
腸
の
凍
結
切
片
を
素

材
に
、
ど
ん
な
タ
ン
パ
ク
質
が
は
た

ら
い
て
い
る
か
を
調
べ
て
い
た
。



山
手

線
新

型
車

両
「
Ｅ
2
3
5
系

」

Ａ
Ｄ
ト
レ
イ
ン

実
施
報
告
書

学
校
法
人

東
京
農
業
大
学

御
中

2
0
1
6
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1
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資料９



展
開

概
要

■
ユ
ニ
ッ
ト
名

山
手

線
新

型
車

両
Ｅ
２
３
５
系

Ａ
Ｄ
ト
レ
イ
ン

■
日

程
２
０
１
６
年

１
０
月

１
８
日

（
火

）
～

１
１
月

２
日

（
水

）

■
広

告
内

容
東

京
農

業
大

学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
○

○
を
学

ぶ
、
そ
れ
も
農

学
。
」

■
制
作
物

＜
ポ
ス
タ
ー
＞

中
づ
り
ワ
イ
ド

２
種
類

ド
ア
横

新
Ｂ

６
種

類

＜
ム
ー
ビ
ー
＞

ま
ど
上

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
３
画

面
）

ト
レ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
サ
イ
ド
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
１
画

面
）

1



制
作

物
一

覧

■
中

づ
り

掲
出

枚
数

１
３
２
枚

2



制
作

物
一

覧

■
ド
ア
横

新
Ｂ

掲
出

枚
数

２
１
８
枚

農
学

部
応
用
生
物
科
学
部

生
命

科
学

部
地
域
環
境
科
学
部

3



制
作

物
一

覧

■
ド
ア
横

新
Ｂ

生
物

産
業

学
部

国
際
食
料
情
報
学
部

4



制
作

物
一

覧

■
動

画
ま
ど
上

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
３
画

面
）

３
’
５
９
”

全
１
８
０
面

5



制
作

物
一

覧

■
動

画
ト
レ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
サ
イ
ド
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
１
画

面
）

３
’
１
３
”

ト
レ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
全
８
８
面

サ
イ
ド
チ
ャ
ン
ネ
ル
全
２
０
面

6



掲
出

モ
ニ
タ
ー

7



掲
出

モ
ニ
タ
ー

8



Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
反

応

9
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時
　
限

学
問
系
統

講
義
タ
イ
ト
ル（

上
段
）／

講
師（

下
段
）

学
問
系
統

講
義
タ
イ
ト
ル（

上
段
）／

講
師（

下
段
）

1 時限目 11
：
00 ～

11
：
30 2 時限目 11

：
50 ～

12
：
20

そ
れ
で
も
君
は
宇
宙
人
に
誘
拐
さ
れ
た
と
言
う
の
か

0 私
札
幌
学
院
大
学
　
人
文
学
部
 臨
床
心
理
学
科
 教
授
　
森
 直
久
 先
生
 

踊
り
は
な
ぜ
気
持
ち
い
い
か
～
ダ
ン
ス
の
現
象
学
～

0 私
専
修
大
学
　
文
学
部
 哲
学
科
 教
授
　
貫
 成
人
 先
生
 

多
民
族
・
多
文
化
共
存
の
可
能
性
を
探
る

0 国
鳥
取
大
学
　
地
域
学
部
 地
域
文
化
学
科
 准
教
授
　
柳
 静
我
 先
生
 

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
で
犯
人
を
追
い
つ
め
る
！

0 私
法
政
大
学
　
文
学
部
 心
理
学
科
 教
授
　
越
智
 啓
太
 先
生
 

日
本
の
祭
り
と
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

0 私
武
蔵
大
学
　
人
文
学
部
 日
本
・
東
ア
ジ
ア
文
化
学
科
 教
授
　
福
原
 敏
男
 先
生
 

英
語
4技

能「
読
書
聞
話
」、
5番

目
の
技
能
は
？
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
武
蔵
野
大
学
　
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
 グ
ロ
ー
バ
ル
コミ
ュニ
ケ
ー
ショ
ン
学
科
 教
授
　
A.
C.
 イ
ハ
タ
 先
生
 

子
ど
も
が
わ
か
る
、絵

が
わ
か
る
！

0 私
聖
徳
大
学
　
児
童
学
部
 児
童
学
科
 教
授
　
奥
村
 高
明
 先
生
 

わ
た
し
の
地
図
、あ

な
た
の
地
図

0 私
大
正
大
学
　
心
理
社
会
学
部
 臨
床
心
理
学
科
 教
授
　
玉
井
 邦
夫
 先
生
 

子
ど
も
た
ち
の
＜
い
の
ち
と
心
＞
を
守
る

0 私
東
京
家
政
大
学
　
人
文
学
部
 心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
 教
授
　
相
馬
 誠
一
 先
生
 

C
G
で
人
体
を
描
く
コ
ツ

0 私
宝
塚
大
学
　
東
京
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
部
 メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
科
 

教
養
教
育
研
究
室
 教
授
　
桜
木
 晃
彦
 先
生
 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
び
社
会
に
役
立
て
よ
う

0 私
文
化
学
園
大
学
　
服
装
学
部
 フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
学
科
 教
授
　
高
村
 是
州
 先
生
 

音
楽
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
楽
し
さ

0 私
尚
美
学
園
大
学
　
芸
術
情
報
学
部
 音
楽
応
用
学
科
 教
授
　
檜
山
 乃
武
 先
生
 

企
業
不
正
に
挑
む
～
企
業
法
務
の
課
題
～

0 国
一
橋
大
学
　
法
学
部
 法
律
学
科
 教
授
　
阿
部
 博
友
 先
生
 

未
来
ビ
ジ
ネ
ス
学
を
現
代
エ
ン
タ
メ
か
ら
学
ぶ

0 私
駒
澤
大
学
　
経
営
学
部
 市
場
戦
略
学
科
 教
授
　
青
木
 茂
樹
 先
生
 

お
金
の
秘
密

0 私
埼
玉
学
園
大
学
　
経
済
経
営
学
部
 経
済
経
営
学
科
 教
授
　
奥
山
 忠
信
 先
生
 

ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
留
意
点

0 私
専
修
大
学
　
商
学
部
 マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
 教
授
　
小
林
 守
 先
生
 

コ
ン
ビ
ニ
の
商
品
棚
を
め
ぐ
る
激
烈
な
攻
防

0 私
拓
殖
大
学
　
商
学
部
 経
営
学
科
 准
教
授
　
堂
野
崎
 衛
 先
生
 

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
と
は
？
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
武
蔵
野
大
学
　
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
 グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
 教
授
　
デ
イ
ビ
ッド
・テ
ド
ネ
 先
生
 

幸
せ
を
求
め
て
！
　
震
災
か
ら
考
え
る
福
祉
と
経
済

0 私
明
海
大
学
　
経
済
学
部
 経
済
学
科
 教
授
　
下
田
 直
樹
 先
生
 

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」っ

て
、な

に
？

0 私
千
葉
工
業
大
学
　
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
部
 プ
ロ
ジ
ェク
トマ
ネジ
メン
ト
学
科
 准
教
授
　
田
隈
 広
紀
 先
生
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
、教

え
ま
す
。

0 私
千
葉
商
科
大
学
　
人
間
社
会
学
部
 人
間
社
会
学
科
 准
教
授
　
勅
使
河
原
 隆
行
 先
生

心
理
学
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
社
会
を
変
え
る

0 私
東
京
都
市
大
学
　
環
境
学
部
 環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 教
授
　
枝
廣
 淳
子
 先
生
 

異
文
化
と
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

0 私
亜
細
亜
大
学
　
国
際
関
係
学
部
 国
際
関
係
学
科
 講
師
　
荒
井
 将
志
 先
生
 

グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
と
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

0 私
順
天
堂
大
学
　
国
際
教
養
学
部
 国
際
教
養
学
科
 准
教
授
　
石
黒
 武
人
 先
生
 

テ
レ
ビ
に
ネ
ッ
ト
、世

界
を
動
か
す
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

0 私
実
践
女
子
大
学
　
生
活
科
学
部
 現
代
生
活
学
科
 教
授
　
行
実
 洋
一
 先
生
 

癒
や
し
技
術
と
放
射
線
量
を
見
え
る
化
す
る
LE

D
0 私
東
京
電
機
大
学
　
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イン
工
学
部
 情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 教
授
　
宮
保
 憲
治
 先
生
 

い
ま
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
意
味

0 私
東
洋
大
学
　
情
報
連
携
学
部
 情
報
連
携
学
科（
仮
称
）

※
20
17
年
4月
開
設
に
向
け
て
届
出
設
置
書
類
提
出
中
 情
報
連
携
学
部
等

設
置
推
進
委
員
会
 委
員
長
　
坂
村
 健
 先
生
 

哺
乳
動
物
の
冬
眠
の
謎
に
迫
る

0 私
北
里
大
学
　
理
学
部
 生
物
科
学
科
 教
授
　
高
松
 信
彦
 先
生
 

ス
パ
コ
ン・

京
で
解
き
明
か
す
物
質
・
生
物
の
世
界

0 公
横
浜
市
立
大
学
　
国
際
総
合
科
学
部
 理
学
系
 教
授
　
立
川
 仁
典
 先
生
 

命
を
救
う
た
め
の
工
学
技
術
～
人
工
心
臓
の
開
発
～

0 国
茨
城
大
学
　
工
学
部
 機
械
工
学
科
 教
授
　
増
澤
 徹
 先
生
 

飛
ば
せ
有
翼
ロ
ケ
ッ
ト
　
叶
え
よ
う
宇
宙
へ
の
旅

0 国
九
州
工
業
大
学
　
工
学
部
 機
械
知
能
工
学
科
 宇
宙
工
学
コ
ー
ス
 教
授
　
米
本
 浩
一
 先
生
 

宇
宙
で
発
電
と
農
業
を
両
立
す
る
太
陽
光
発
電
技
術

0 私
諏
訪
東
京
理
科
大
学
　
工
学
部
 電
気
電
子
工
学
科
 准
教
授
　
渡
邊
 康
之
 先
生
 

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
魔
法
を
解
き
明
か
す
光
と
化
学

0 私
東
京
工
科
大
学
　
工
学
部
 応
用
化
学
科
 教
授
　
山
下
 俊
 先
生
 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ゲ
ー
ム
の
知
的
財
産
を
知
ろ
う

0 私
東
京
理
科
大
学
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
 知
的
財
産
戦
略
専
攻
 教
授
　
平
塚
 三
好
 先
生
 

建
築
空
間
が
学
び
を
変
え
る

0 私
東
洋
大
学
　
理
工
学
部
 建
築
学
科
 教
授
　
工
藤
 和
美
 先
生
 

ヒ
ト
と
イ
ヌ
、共

生
の
歴
史
が
生
ん
だ
心
の
繋
が
り

0 私
麻
布
大
学
　
獣
医
学
部
 動
物
応
用
科
学
科
 教
授
　
菊
水
 健
史
 先
生
 

食
品
の「

フ
ワ
フ
ワ
」「
ト
ロ
ト
ロ
」を

科
学
す
る

0 私
東
京
農
業
大
学
　
応
用
生
物
科
学
部
 食
品
安
全
健
康
学
科
 教
授
　
阿
久
澤
 さ
ゆ
り
 先
生
 

素
敵
な
生
活
環
境
を
、牛

の
立
場
か
ら
科
学
す
る

0 私
酪
農
学
園
大
学
　
農
食
環
境
学
群
 循
環
農
学
類
 教
授
　
森
田
 茂
 先
生
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
か
ら
探
る
3つ

の
ル
ー
ツ

0 私
東
京
薬
科
大
学
　
生
命
科
学
部
 生
命
医
科
学
科
 教
授
　
柳
 茂
 先
生
 

不
老
は
口
か
ら

0 私
鶴
見
大
学
　
歯
学
部
 歯
学
科
 教
授
　
斎
藤
 一
郎
 先
生
 

薬
剤
師
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

0 私
帝
京
平
成
大
学
　
薬
学
部
 薬
学
科
 教
授
　
濃
沼
 政
美
 先
生
 

健
康
薬
学
が
拓
く
信
頼
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
は
？

0 私
横
浜
薬
科
大
学
　
薬
学
部
 健
康
薬
学
科
 総
合
健
康
メデ
ィカ
ル
セン
タ
ー
 教
授
　
渡
邉
 泰
雄
 先
生
 

チ
ー
ム
医
療
を
支
え
る
19

の
専
門
職
を
知
ろ
う
！

0 私
国
際
医
療
福
祉
大
学
　
医
療
福
祉
学
部
 医
療
福
祉・
マ
ネ
ジ
メン
ト
学
科
 教
授
　
西
堀
 眞
弘
 先
生
 

話
題
の
疾
病
と
 栄

養
管
理
の
進
め
方
 

0 私
駒
沢
女
子
大
学
　
人
間
健
康
学
部
 健
康
栄
養
学
科
 教
授
　
田
中
 弥
生
 先
生
 

チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
最
後
の
専
門
職
と
は
？

0 私
高
崎
健
康
福
祉
大
学
　
健
康
福
祉
学
部
 医
療
情
報
学
科
 准
教
授
　
木
村
 憲
洋
 先
生
 

理
学
療
法
士
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

0 私
帝
京
平
成
大
学
　
地
域
医
療
学
部
 理
学
療
法
学
科
 教
授
　
長
尾
 邦
彦
 先
生
 

短
期
間
で
効
果
的
・
効
率
的
に
行
う
心
理
療
法
と
は

0 私
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
　
人
間
科
学
部
 人
間
科
学
科
 准
教
授
　
長
谷
川
 明
弘
 先
生
 

義
足
で
歩
く
メ
カ
ニ
ズ
ム

0 私
新
潟
医
療
福
祉
大
学
　
医
療
技
術
学
部
 義
肢
装
具
自
立
支
援
学
科
 助
教
　
前
田
 雄
 先
生
 

何
を
、ど

の
く
ら
い
、い

つ
食
べ
る
？

0 私
女
子
栄
養
大
学
　
栄
養
学
部
 実
践
栄
養
学
科
 准
教
授
　
西
村
 早
苗
 先
生
 

ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
視
点
か
ら
、君

の
バ
ネ
を
鍛
え
る

0 私
国
際
武
道
大
学
　
体
育
学
部
 体
育
学
科
 准
教
授
　
眞
鍋
 芳
明
 先
生
 

こ
ん
な
心
理
学
も
あ
っ
た
の
か
！

0 私
金
沢
工
業
大
学
　
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
部
 心
理
情
報
学
科
 教
授
　
神
宮
 英
夫
 先
生
 

「
ス
リ
ル
」を

求
め
る
心
理
学

0 私
埼
玉
学
園
大
学
　
人
間
学
部
 心
理
学
科
 ※
20
17
年
4月
開
設
 教
授
　
古
澤
 照
幸
 先
生
 

な
ぜ
イ
ン
ド
は
映
画
大
国
に
な
っ
た
の
か

0 私
専
修
大
学
　
文
学
部
 歴
史
学
科
 准
教
授
　
志
賀
 美
和
子
 先
生
 

英
語
で
文
章
を
書
く
に
は
文
化
を
知
る
こ
と
が
大
切

0 私
多
摩
大
学
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
部

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
 教
授
　
ウ
ィリ
ア
ム
 シ
ャ
ン
グ（
安
田
 震
一
） 
先
生
 

江
戸
時
代
、人

は
ど
う
や
っ
て
外
国
語
を
学
ん
だ
か

0 国
長
崎
大
学
　
多
文
化
社
会
学
部
 多
文
化
社
会
学
科
 教
授
　
木
村
 直
樹
 先
生
 

無
意
識
の
記
憶
：
思
い
出
せ
な
い
記
憶
の
働
き

0 国
名
古
屋
大
学
　
情
報
文
化
学
部
 社
会
シ
ス
テ
ム
情
報
学
科
 心
理
シ
ス
テ
ム
系

情
報
学
部
 ※
20
17
年
4月
新
設
 （
設
置
計
画
中
）

 教
授
　
川
口
 潤
 先
生
 

元
気
が
出
る
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
恵
泉
女
学
園
大
学
　
人
文
学
部
 英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
 教
授
　
Ke
n 
Fu
jio
ka
 先
生
 

子
ど
も
の
特
性
を
知
っ
て
不
慮
の
事
故
を
減
ら
そ
う

0 私
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
　
保
育
科
 教
授
　
小
櫃
 芳
江
 先
生
 

絶
滅
し
た
生
物
を
甦
ら
せ
る
復
元
画
の
世
界

0 私
東
京
工
科
大
学
　
デ
ザ
イ
ン
学
部
 デ
ザ
イ
ン
学
科
 教
授
　
伊
藤
 丙
雄
 先
生
 

PO
PS

ソ
ン
グ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
ス
メ

0 私
尚
美
学
園
大
学
　
芸
術
情
報
学
部
 音
楽
表
現
学
科
 准
教
授
　
片
岡
 大
志
 先
生
 

社
会
、そ

し
て
人
生
を
豊
か
に
す
る
音
楽
の
仕
事

0 私
昭
和
音
楽
大
学
　
音
楽
学
部
 音
楽
芸
術
運
営
学
科
 教
授
　
武
濤
 京
子
 先
生
 

刑
法
っ
て
何
だ
ろ
う
？
　
～
な
ぜ
人
を
処
罰
で
き
る
か

0 私
亜
細
亜
大
学
　
法
学
部
 法
律
学
科
 講
師
　
後
藤
 啓
介
 先
生
 

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
い
つ
飲
む
？
　
ヒ
ッ
ト
の
裏
話

0 私
産
業
能
率
大
学
　
経
営
学
部
 教
授
　
松
尾
 尚
 先
生
 

経
営
学
入
門
　
～
企
業
経
営
成
功
へ
の
4つ

の
力
～
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
上
智
大
学
　
国
際
教
養
学
部
 国
際
教
養
学
科
 教
授
　
ハ
ギ
リ
ア
ン・
パ
リ
ッ
サ
 先
生
 

あ
な
た
と
地
球
の
未
来
を
変
え
る
お
金
の
話

0 公
高
崎
経
済
大
学
　
経
済
学
部
 経
営
学
科
 教
授
　
水
口
 剛
 先
生
 

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
環
境
経
営

0 私
東
京
都
市
大
学
　
環
境
学
部
 環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 教
授
　
伊
坪
 徳
宏
 先
生
 

｢儲
か
る
｣と

は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？

0 私
東
京
理
科
大
学
　
経
営
学
部
 経
営
学
科
 准
教
授
　
大
沼
 宏
 先
生
 

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
人
間
の
意
識
と
行
動
特
性
を
探
る

0 私
北
星
学
園
大
学
　
経
済
学
部
 経
営
情
報
学
科
 教
授
　
鈴
木
 克
典
 先
生
 

性
の
社
会
学
・
超
入
門
：ト

イ
レ
は
な
ぜ
男
女
別
か

0 私
明
治
学
院
大
学
　
社
会
学
部
 社
会
学
科
 教
授
　
加
藤
 秀
一
 先
生
 

北「
朝
鮮
」？

　
国
際
関
係
を
み
る
国
内
的
文
脈

0 私
津
田
塾
大
学
　
学
芸
学
部
 国
際
関
係
学
科
 准
教
授
　
朴
 正
鎮
 先
生
 

ゲ
ー
ム
制
作
は
君
の
未
来
を
変
え
る

0 私
宝
塚
大
学
　
東
京
メ
デ
ィア
芸
術
学
部
 メ
デ
ィア
芸
術
学
科
 ゲ
ー
ム
領
域
 教
授
　
井
上
 幸
喜
 先
生
 

学
生
に
よ
る
被
災
地
支
援
の
市
民
メ
デ
ィ
ア
活
動

0 私
武
蔵
大
学
　
社
会
学
部
 メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
 教
授
　
松
本
 恭
幸
 先
生
 

色
鮮
や
か
な
光
を
つ
く
る
化
学
の
魅
力

0 私
千
歳
科
学
技
術
大
学
　
理
工
学
部
 応
用
化
学
生
物
学
科
 准
教
授
　
坂
井
 賢
一
 先
生
 

最
新
技
術
で
探
る
果
て
の
宇
宙

0 国
東
北
大
学
　
理
学
部
 宇
宙
地
球
物
理
学
科
 教
授
　
市
川
 隆
 先
生
 

オ
ー
ロ
ラ
、宇

宙
天
気
と
私
た
ち
の
生
活
環
境

0 私
武
蔵
野
大
学
　
工
学
部
 環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
 講
師
　
田
所
 裕
康
 先
生
 

捨
て
ら
れ
た
家
電
製
品
か
ら
溶
け
出
る
も
の
は
？

0 私
麻
布
大
学
　
生
命
・
環
境
科
学
部
 環
境
科
学
科
 教
授
　
稲
葉
 一
穂
 先
生
 

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

0 私
工
学
院
大
学
　
情
報
学
部
 シ
ス
テ
ム
数
理
学
科
 教
授
　
三
木
 良
雄
 先
生
 

頭
を
強
く
打
つ
と
ど
う
し
て
気
を
失
う
の
だ
ろ
う
？

0 私
芝
浦
工
業
大
学
　
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
 機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
学
科
 准
教
授
　
渡
邉
 大
 先
生
 

時
　
限

学
問
系
統

講
義
タ
イ
ト
ル（

上
段
）／

講
師（

下
段
）

学
問
系
統

講
義
タ
イ
ト
ル（

上
段
）／

講
師（

下
段
）

2 時限目 11
：
50 ～

12
：
20 3 時限目 12

：
40 ～

13
：
10 4 時限目 13

：
30 ～

14
：
00

化
学
の
力
で
医
療
に
革
命
を
起
こ
す

0 公
首
都
大
学
東
京
　
都
市
環
境
学
部
 分
子
応
用
化
学
コ
ー
ス
 教
授
　
川
上
 浩
良
 先
生
 

バ
ー
チ
ャ
ル
を
用
い
た
新
し
い
工
場
の
設
計
方
法

0 私
成
蹊
大
学
　
理
工
学
部
 シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
 教
授
　
篠
田
 心
治
 先
生
 

微
小
重
力
あ
れ
こ
れ
　
重
量
と
質
量
の
違
い
と
は
？

0 私
千
葉
工
業
大
学
　
工
学
部
 先
端
材
料
工
学
科
 准
教
授
　
小
澤
 俊
平
 先
生
 

自
然
に
学
ぶ
 生

物
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド・

モ
ー
タ
ー

0 私
東
洋
大
学
　
生
命
科
学
部
 生
命
科
学
科
 教
授
　
伊
藤
 政
博
 先
生
 

ロ
ボ
ッ
ト
と
共
に
地
球
環
境
を
守
る

0 私
日
本
工
業
大
学
　
工
学
部
 創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 准
教
授
　
櫛
橋
康
博
先
生
 

ニ
ー
ズ
を
掴
み
価
値
を
伝
え
る
！
 農

業
者
の
経
営
力

0 私
東
京
農
業
大
学
　
国
際
食
料
情
報
学
部
 国
際
バ
イオ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
 准
教
授
　
鈴
村
 源
太
郎
 先
生
 

農
村
か
ら
日
本
を
元
気
に
し
よ
う
！

0 私
東
京
農
業
大
学
　
地
域
環
境
科
学
部
 生
産
環
境
工
学
科
 准
教
授
　
中
村
 貴
彦
 先
生
 

動
物
の
行
動
を
考
え
る：

実
験
動
物
学
の
紹
介

0 私
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
　
応
用
生
命
科
学
部
 動
物
科
学
科
 准
教
授
　
藤
平
 篤
志
 先
生
 

健
康
と
食
品
の
つ
な
が
り
を
科
学
す
る

0 国
弘
前
大
学
　
農
学
生
命
科
学
部
 食
料
資
源
学
科
 助
教
　
前
多
 隼
人
 先
生
 

地
下
に
あ
る
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
：モ

グ
ラ
の
世
界

0 私
ヤ
マ
ザ
キ
学
園
大
学
　
動
物
看
護
学
部
 動
物
看
護
学
科
 教
授
　
安
藤
 元
一
 先
生
 

赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
ツ
ナ
グ
心
臓
手
術
と
研
究
開
発

0 私
大
阪
医
科
大
学
　
医
学
部
 医
学
科
 教
授
　
根
本
 慎
太
郎
 先
生
 

注
射
器
要
ら
ず
！
　
皮
膚
に
ペ
タ
ッ
と
貼
る
ワ
ク
チ
ン

0 国
大
阪
大
学
　
薬
学
部
 教
授
　
中
川
 晋
作
 先
生
 

薬
物
体
内
挙
動
を
製
剤
手
法
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

0 私
星
薬
科
大
学
　
薬
学
部
 薬
学
科
 教
授
　
大
西
 啓
 先
生
 

気
持
ち
よ
さ
を
も
た
ら
す
看
護
ケ
ア
理
論
の
創
成

0 私
高
崎
健
康
福
祉
大
学
　
保
健
医
療
学
部
 看
護
学
科
 教
授
　
縄
 秀
志
 先
生
 

薬
に
頼
ら
な
い
医
療
～
鍼
治
療
の
魅
力
～

0 私
東
京
有
明
医
療
大
学
　
保
健
医
療
学
部
 鍼
灸
学
科
 教
授
　
高
倉
 伸
有
 先
生
 

人
を
や
る
気
に
さ
せ
る
！
　
歯
科
衛
生
士
の
魔
法

0 国
東
京
医
科
歯
科
大
学
　
歯
学
部
 口
腔
保
健
学
科
 講
師
　
小
原
 由
紀
 先
生
 

「
障
が
い
」か

ら
共
生
社
会
を
考
え
る

0 公
埼
玉
県
立
大
学
　
保
健
医
療
福
祉
学
部
 社
会
福
祉
こ
ど
も
学
科
 教
授
　
朝
日
 雅
也
 先
生
 

食
べ
物
の
お
い
し
い
香
り
は
何
で
で
き
て
い
る
の
？

0 私
神
奈
川
工
科
大
学
　
応
用
バ
イ
オ
科
学
部
 栄
養
生
命
科
学
科
 教
授
　
飯
島
 陽
子
 先
生
 

ス
ポ
ー
ツ
で
変
え
る
　
ス
ポ
ー
ツ
が
変
わ
る

0 私
国
際
武
道
大
学
　
体
育
学
部
 体
育
学
科
 教
授
　
松
井
 完
太
郎
 先
生
 

治
す
よ
り
防
ぐ
！
　
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
予
防
の
最
前
線

0 私
帝
京
平
成
大
学
　
現
代
ラ
イ
フ
学
部
 経
営
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
科
 講
師
　
土
屋
 篤
生
 先
生
 

映
画
祭
で
映
画
研
究
を
楽
し
も
う
！

0 私
白
百
合
女
子
大
学
　
文
学
部
 英
語
英
文
学
科
 准
教
授
　
マ
ク
ナ
イ
ト
 ア
ン
 先
生
 

本
の
未
来
―
紙
か
ら
電
子
書
籍
へ

0 私
専
修
大
学
　
文
学
部
 人
文
・ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
 教
授
　
植
村
 八
潮
 先
生
 

日
本
近
代
文
学
の
な
か
の
不
良
少
年
少
女
た
ち

0 公
都
留
文
科
大
学
　
文
学
部
 国
文
学
科
 教
授
　
古
川
 裕
佳
 先
生
 

こ
の
性
格
は
親
ゆ
ず
り
！？

　
～
親
と
子
の
心
理
学
～

0 私
東
京
未
来
大
学
　
こ
ど
も
心
理
学
部
 准
教
授
　
藤
本
 昌
樹
 先
生
 

英
語
の「

I」
は
日
本
語
で
は
何
に
な
り
ま
す
か
？

0 私
武
蔵
野
大
学
　
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
 日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
 教
授
　
堀
井
 惠
子
 先
生
 

未
来
の
授
業
を
考
え
よ
う
！

0 私
東
北
福
祉
大
学
　
教
育
学
部
 教
育
学
科
 教
授
　
上
條
 晴
夫
 先
生
 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
展
開

0 私
宝
塚
大
学
　
東
京
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
部
 メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
科
 

コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
領
域
 准
教
授
　
渡
邉
 哲
意
 先
生
 

環
境
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か

0 私
多
摩
美
術
大
学
　
美
術
学
部
 環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
 教
授
　
岸
本
 章
 先
生
 

デ
ザ
イ
ン
は
、人

が
人
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
の
知
恵

0 私
武
蔵
野
美
術
大
学
　
造
形
学
部
 基
礎
デ
ザ
イ
ン
学
科
 教
授
　
柴
田
 文
江
 先
生
 

音
楽
活
動
に
役
立
つ
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

0 私
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
　
音
楽
学
部
 音
楽
芸
術
学
科
 教
授
　
立
神
 粧
子
 先
生
 

「
農
」が

日
本
を
救
う
？
　
環
境
・Ｉ

Ｔ・
女
性
の
力

0 私
実
践
女
子
大
学
　
生
活
科
学
部
 現
代
生
活
学
科
 准
教
授
　
野
津
 喬
 先
生
 

図
書
館
の
民
間
委
託
を
め
ぐ
る
大
バ
ト
ル

0 私
専
修
大
学
　
法
学
部
 政
治
学
科
 准
教
授
　
鈴
木
 潔
 先
生
 

じ
ゃ
ん
け
ん
政
治
学
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
宮
崎
国
際
大
学
　
国
際
教
養
学
部
 比
較
文
化
学
科
 教
授
　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・
ピ
ー
タ
ー
ズ
 先
生
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
わ
か
る
と「

経
営
」が

わ
か
る

0 私
神
奈
川
大
学
　
経
済
学
部
 現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
 准
教
授
　
八
ッ
橋
 治
郎
 先
生
 

格
差
・
貧
困
は
な
く
せ
な
い
の
か
？

0 私
中
央
大
学
　
経
済
学
部
 経
済
学
科
 教
授
　
松
丸
 和
夫
 先
生
 

利
己
的
な
協
調
行
動
　
裏
切
り
の
誘
惑
に
勝
つ
た
め
に

0 私
武
蔵
大
学
　
経
済
学
部
 金
融
学
科
 准
教
授
　
鈴
木
 唯
 先
生
 

自
分
探
し
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
旅
と
楽
し
み
の
創
造

0 私
横
浜
商
科
大
学
　
商
学
部
 観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 教
授
　
宍
戸
 学
 先
生
 

タ
イ
北
部
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
と
N
G
O

0 私
恵
泉
女
学
園
大
学
　
人
間
社
会
学
部
 国
際
社
会
学
科
 准
教
授
　
堀
 芳
枝
 先
生
 

国
境
を
越
え
る
病
原
体
　
グ
ロ
ー
バ
ル
感
染
症

0 私
順
天
堂
大
学
　
国
際
教
養
学
部
 国
際
教
養
学
科
 准
教
授
　
ニ
ヨ
ン
サ
バ
 フ
ラ
ン
ソ
ワ
 先
生
 

先
端
技
術
で
英
語
発
音
力
を
伸
ば
そ
う
！
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 公
会
津
大
学
　
語
学
研
究
セ
ン
タ
ー
 教
授
　
イ
ア
ン
 ウ
ィ
ル
ソ
ン
 先
生
 

映
像
表
現
と
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

0 私
大
正
大
学
　
表
現
学
部
 表
現
文
化
学
科
 教
授
　
成
瀬
 活
雄
 先
生
 

現
実
を
書
き
換
え
る「

拡
張
現
実
感
」技

術
0 国
電
気
通
信
大
学
　
情
報
理
工
学
域
 Ⅰ類
（
情
報
系
） 

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
 准
教
授
　
橋
本
 直
己
 先
生
 

「
モ
モ
ン
ガ
の
森
と
地
域
活
性
化
」プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

0 公
公
立
鳥
取
環
境
大
学
　
環
境
学
部
 環
境
学
科
 教
授
　
小
林
 朋
道
 先
生
 

ソ
リ
ト
ン
の
数
学
―
―
広
が
る
数
学
の
世
界
―
―

0 私
津
田
塾
大
学
　
学
芸
学
部
 数
学
科
 教
授
　
中
屋
敷
 厚
 先
生
 

宇
宙
の
謎
を
解
く
鍵
：ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ

0 国
東
北
大
学
　
理
学
部
 物
理
学
科
 教
授
　
井
上
 邦
雄
 先
生
 

雪
や
氷
の
形
の
科
学

0 私
明
治
大
学
　
理
工
学
部
 物
理
学
科
 教
授
　
長
島
 和
茂
 先
生
 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
生
物
多
様
性
に
与
え
る
影
響

0 私
立
正
大
学
　
地
球
環
境
科
学
部
 環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
 教
授
　
須
田
 知
樹
 先
生
 

人
の
声
を
聞
き
取
っ
て
理
解
し
答
え
る
ロ
ボ
ッ
ト

0 国
大
阪
大
学
　
工
学
部
 電
子
情
報
工
学
科
 教
授
　
駒
谷
 和
範
 先
生
 

自
動
運
転
を
可
能
に
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御

0 私
工
学
院
大
学
　
工
学
部
 電
気
電
子
工
学
科
　
※
20
17
年
4月
 電
気
シ
ス
テ
ム

　
工
学
科
か
ら
名
称
変
更
届
出
中
 准
教
授
　
向
井
 正
和
 先
生
 

も
の
づ
く
り
と
デ
ザ
イ
ン

0 私
芝
浦
工
業
大
学
　
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
 デ
ザ
イ
ン
工
学
科
 教
授
　
橋
田
 規
子
 先
生
 

人
の
心
地
を
知
る
感
性
計
測
技
術
 

0 国
信
州
大
学
　
繊
維
学
部
 教
授
　
上
條
 正
義
 先
生
 

人
工
衛
星
や
宇
宙
船
の
安
全
を
見
守
る
目
と
頭
脳

0 私
東
京
理
科
大
学
　
理
工
学
部
 電
気
電
子
情
報
工
学
科
 教
授
　
木
村
 真
一
 先
生
 

イ
ヌ
の
鳴
き
声
の
行
動
学

0 私
帝
京
科
学
大
学
　
生
命
環
境
学
部
 ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
 教
授
　
藪
田
 慎
司
 先
生
 

生
物
工
学
の
視
点
か
ら
、医

薬
品
を
作
る
！

0 私
東
京
工
科
大
学
　
応
用
生
物
学
部
 応
用
生
物
学
科
 教
授
　
佐
藤
 淳
 先
生
 

お
い
し
さ
と
香
り
　
～
香
り
の
不
思
議
な
世
界
～

0 私
東
京
農
業
大
学
　
生
物
産
業
学
部
 食
品
香
粧
学
科
 教
授
　
佐
藤
 広
顕
 先
生
 

武
田
信
玄
も
ビ
ッ
ク
リ
！
　
幻
の
ワ
イ
ン
開
発

0 国
山
梨
大
学
　
生
命
環
境
学
部
 地
域
食
物
科
学
科
 教
授
　
柳
田
 藤
寿
 先
生
 

イ
モ
リ
と
マ
ウ
ス
に
学
ぶ
新
し
い
再
生
医
療
へ
の
道

0 国
鳥
取
大
学
　
医
学
部
 生
命
科
学
科
 准
教
授
　
林
 利
憲
 先
生
 

Ⅹ
線
で
身
体
の
中
を
見
る
と
、何

が
見
え
る
の
か
！

0 私
群
馬
パ
ー
ス
大
学
　
保
健
科
学
部
 放
射
線
学
科

※
平
成
29
年
4月
開
設
予
定（
設
置
届
出
中
） 
教
授（
就
任
予
定
）　
土
屋
 仁
 先
生
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
未
来
と
作
業
療
法

0 公
埼
玉
県
立
大
学
　
保
健
医
療
福
祉
学
部
 作
業
療
法
学
科
 教
授
　
濱
口
 豊
太
 先
生
 

潜
在
能
力
を
引
き
出
す
理
学
療
法

0 私
高
崎
健
康
福
祉
大
学
　
保
健
医
療
学
部
 理
学
療
法
学
科
 教
授
　
吉
田
 剛
 先
生
 

現
代
医
療
に
お
け
る
医
療
技
術
者
の
役
割

0 私
桐
蔭
横
浜
大
学
　
医
用
工
学
部
 生
命
医
工
学
科
 教
授
　
米
坂
 知
昭
 先
生
 

「
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
」に

つ
い
て
学
ぼ
う
！

0 私
新
潟
医
療
福
祉
大
学
　
医
療
技
術
学
部
 理
学
療
法
学
科
 講
師
　
江
玉
 睦
明
 先
生
 

環
境
デ
ザ
イ
ン
っ
て
何
だ
ろ
う
？

0 私
大
妻
女
子
大
学
　
社
会
情
報
学
部
 社
会
情
報
学
科
 環
境
情
報
学
専
攻
 准
教
授
　
谷
口
 新
 先
生
 

コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
が
美
味
し
い
の
は
な
ぜ
？

0 私
東
洋
大
学
　
食
環
境
科
学
部
 食
環
境
科
学
科
 准
教
授
　
太
田
 昌
子
 先
生
 

こ
れ
で
勝
て
る
！
　
最
先
端
サ
ッ
カ
ー
戦
術
映
像
分
析

0 私
尚
美
学
園
大
学
　
総
合
政
策
学
部
 ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 講
師
　
江
頭
 満
正
 先
生
 

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
支
え
る
ト
レ
ー
ナ
ー
と
鍼
灸
師

0 私
帝
京
平
成
大
学
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部
 鍼
灸
学
科
 講
師
　
吉
田
 成
仁
 先
生
 

沖
縄
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ・

野
外
教
育
と
そ
の
効
果

0 公
名
桜
大
学
　
人
間
健
康
学
部
 ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
 准
教
授
　
遠
矢
 英
憲
 先
生
 

実
力
発
揮
と
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

0 私
山
梨
学
院
大
学
　
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
 ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
 教
授
　
遠
藤
 俊
郎
 先
生
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
で
も
農
村
移
住
ブ
ー
ム
？！

0 私
専
修
大
学
　
文
学
部
 環
境
地
理
学
科
 教
授
　
山
本
 充
 先
生
 

秀
吉
、一

計
を
案
ず
る
　
～
史
料
を
読
む
楽
し
さ
～

0 私
大
正
大
学
　
文
学
部
 歴
史
学
科
 教
授
　
佐
々
木
 倫
朗
 先
生
 

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
誕
生
と
発
展

0 私
中
央
大
学
　
文
学
部
 人
文
社
会
学
科
 英
語
文
学
文
化
専
攻
 教
授
　
中
尾
 秀
博
 先
生
 

卑
弥
呼
の
伝
言
　
大
和
＝
日
本
の
誕
生

0 国
奈
良
女
子
大
学
　
文
学
部
 人
文
社
会
学
科
 教
授
　
小
路
田
 泰
直
 先
生
 

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
意
味
変
化
：「

ほ
く
ほ
く
」の

場
合

0 私
明
治
大
学
　
文
学
部
 文
学
科
 日
本
文
学
専
攻
 教
授
　
小
野
 正
弘
 先
生
 

景
色
か
ら
未
来
の
犯
罪
を
予
測
す
る

0 私
立
正
大
学
　
文
学
部
 社
会
学
科
 教
授
　
小
宮
 信
夫
 先
生
 

こ
と
ば
が
変
化
す
る
と
き：

そ
の
理
由
と
は
？

0 私
専
修
大
学
　
文
学
部
 日
本
語
学
科
 講
師
　
阿
部
 貴
人
 先
生
 

教
育
と
紛
争
、そ

し
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う

0 私
上
智
大
学
　
総
合
人
間
科
学
部
 教
育
学
科
 教
授
　
小
松
 太
郎
 先
生
 

歌
お
う
、遊

ぼ
う
！
　
楽
し
い
音
楽
表
現
活
動
！

0 私
東
京
福
祉
大
学
　
社
会
福
祉
学
部
 保
育
児
童
学
科
 教
授
　
岡
村
 弘
 先
生
 

赤
ち
ゃ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
心
理
学

0 私
北
海
道
文
教
大
学
　
人
間
科
学
部
 こ
ど
も
発
達
学
科
 教
授
　
後
藤
 守
 先
生
 

ア
ニ
メ
や
映
画
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
何
か

0 私
尚
美
学
園
大
学
　
芸
術
情
報
学
部
 舞
台
表
現
学
科
 教
授
　
小
林
 仁
 先
生
 

日
本
美
術
に
み
る「

擬
人
化
」の

背
景

0 私
女
子
美
術
大
学
　
芸
術
学
部
 美
術
学
科
 芸
術
文
化
専
攻
 教
授
　
稲
木
 吉
一
 先
生
 

ア
ニ
メ
新
時
代
　
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

0 私
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
学
科

 教
授
　
村
田
 充
範
 先
生
 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
で「

地
産
地
消
」！

0 私
東
海
大
学
　
教
養
学
部
 芸
術
学
科
 デ
ザ
イ
ン
学
課
程
 教
授
　
池
村
 明
生
 先
生
 

近
代
日
本
に
お
け
る
旅
・
交
通
・
余
暇

0 私
専
修
大
学
　
経
済
学
部
 経
済
学
科
 教
授
　
永
江
 雅
和
 先
生
 

夢
の
国
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

0 私
法
政
大
学
　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
 キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
 准
教
授
　
田
中
 研
之
輔
 先
生
 

企
業
の
国
際
経
営
と「

グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」 ［
こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は

日
本
語
と
英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
明
治
大
学
　
経
営
学
部
 講
師
　
鷲
見
 淳
 先
生
 

は
や
る
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

0 私
明
星
大
学
　
経
営
学
部
 経
営
学
科
 准
教
授
　
大
森
 寛
文
 先
生
 



時
　
限

学
問
系
統

講
義
タ
イ
ト
ル（

上
段
）／

講
師（

下
段
）

学
問
系
統

講
義
タ
イ
ト
ル（

上
段
）／

講
師（

下
段
）

4 時限目 13
：
30 ～

14
：
00 5 時限目 14

：
20 ～

14
：
50 6 時限目 15

：
10 ～

15
：
40

経
済
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

0 私
立
正
大
学
　
経
済
学
部
 経
済
学
科
 准
教
授
　
櫻
井
 一
宏
 先
生
 

地
図
×ウ

ェ
ブ
＝
新
し
い
国
際
貢
献
の
カ
タ
チ

0 私
青
山
学
院
大
学
　
地
球
社
会
共
生
学
部
 地
球
社
会
共
生
学
科
 教
授
　
古
橋
 大
地
 先
生
 

「
文
化
」は

趣
味
の
問
題
か
？

0 公
高
崎
経
済
大
学
　
地
域
政
策
学
部
 地
域
づ
く
り
学
科
 教
授
　
友
岡
 邦
之
 先
生
 

「
メ
デ
ィ
ア
」が
「
現
実
」を

つ
く
る
？
　

0 私
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
　
文
学
部
 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
 教
授
　
諸
橋
 泰
樹
 先
生
 

散
ら
ば
っ
た
デ
ー
タ
か
ら
真
実
を
探
ろ
う
！

0 私
創
価
大
学
　
国
際
教
養
学
部
 国
際
教
養
学
科
 教
授
　
杉
本
 一
郎
 先
生
 

万
能
の
人
　
レ
オ
ナ
ル
ド・

ダ
・ヴ

ィ
ン
チ
と
東
洋

0 私
大
東
文
化
大
学
　
国
際
関
係
学
部
 国
際
文
化
学
科
 教
授
　
田
辺
 清
 先
生
 

異
文
化
理
解
　
ユ
ー
モ
ア
を
通
じ
て

0 私
千
葉
商
科
大
学
　
国
際
教
養
学
部
 国
際
教
養
学
科
 講
師
　
ム
ズ
ラ
ッ
ク
ル・
ハ
リ
ト
 先
生
 

最
高
の
空
間
分
解
能
で
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
を「

見
る
」

0 私
京
都
産
業
大
学
　
理
学
部
 宇
宙
物
理
・
気
象
学
科
 准
教
授
　
岸
本
 真
 先
生
 

遺
伝
情
報
を
正
確
に
子
孫
に
伝
え
る
仕
組
み

0 私
国
際
基
督
教
大
学
　
教
養
学
部
 ア
ー
ツ・
サ
イエ
ンス
学
科（
生
物
学
メジ
ャ
ー
） 教
授
　
布
柴
 達
男
 先
生
 

コ
ー
ヒ
ー
イ
ク
ラ
を
作
ろ
う
！
　
ブ
ー
ス
で
試
食
可
！

0 私
千
歳
科
学
技
術
大
学
　
理
工
学
部
 応
用
化
学
生
物
学
科
 教
授
　
オ
ラ
フ・
カ
ー
ト
ハ
ウ
ス
 先
生
 

先
進
医
療
と
医
工
学
連
携

0 私
金
沢
工
業
大
学
　
工
学
部
 機
械
工
学
科
 教
授
　
新
谷
 一
博
 先
生
 

人
と
生
態
系
と
地
球
環
境
を
守
る
工
学
技
術
と
は

0 国
京
都
大
学
　
工
学
部
 地
球
工
学
科
 環
境
工
学
コ
ー
ス
 教
授
　
清
水
 芳
久
 先
生
 

ド
ロ
ー
ン
が
拓
く「

空
の
産
業
革
命
」

0 国
東
京
大
学
　
工
学
部
 航
空
宇
宙
工
学
科
 教
授
　
鈴
木
 真
二
 先
生
 

癒
や
し
系
A
I対

話
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
体
験
談

0 私
東
京
工
科
大
学
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
 教
授
　
亀
田
 弘
之
 先
生
 

気
候
風
土
に
適
合
し
た
住
環
境
と「

熱
的
」快

適
性

0 私
東
京
都
市
大
学
　
環
境
学
部
 環
境
創
生
学
科
 准
教
授
　
リ
ジ
ャ
ル
 ホ
ム・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
 先
生
 

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
次
世
代
の
も
の
づ
く
り

0 私
東
京
理
科
大
学
　
基
礎
工
学
部
 電
子
応
用
工
学
科
 教
授
　
谷
口
 淳
 先
生
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は「

田
舎
」が

先
進
地
！

0 国
福
島
大
学
　
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
 産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
 教
授
　
佐
藤
 理
夫
 先
生
 

渋
滞
を
科
学
す
る
　
～
渋
滞
学
入
門
～

0 私
武
蔵
野
大
学
　
工
学
部
 数
理
工
学
科
 准
教
授
　
友
枝
 明
保
 先
生
 

生
命
工
学
を
利
用
し
て
魚
を
増
や
す

0 国
東
京
海
洋
大
学
　
海
洋
科
学
部
 海
洋
生
物
資
源
学
科
 教
授
　
吉
崎
 悟
朗
 先
生
 

海
の
哺
乳
類
を
研
究
す
る
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

0 私
東
京
農
業
大
学
　
生
物
産
業
学
部
 ア
ク
ア
バ
イ
オ
学
科
 教
授
　
小
林
 万
里
 先
生
 

愛
犬
と
い
う
、奇

跡
の
パ
ー
ト
ナ
ー

0 私
東
京
農
業
大
学
　
農
学
部
 バ
イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
学
科
 教
授
　
増
田
 宏
司
 先
生
 

日
本
が
世
界
に
誇
る「

高
機
能
性
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

0 国
東
北
大
学
　
農
学
部
 生
物
生
産
科
学
科
 教
授
　
齋
藤
 忠
夫
 先
生
 

骨（
関
節
）の

構
造
か
ら
動
き
を
知
る
。

0 私
ヤ
マ
ザ
キ
学
園
大
学
　
動
物
看
護
学
部
 動
物
看
護
学
科
 教
授
　
今
村
 伸
一
郎
 先
生
 

化
学
の
力
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
撃
退

0 私
東
京
薬
科
大
学
　
薬
学
部
 医
療
薬
物
薬
学
科
 教
授
　
三
浦
 剛
 先
生
 

こ
れ
か
ら
の
薬
剤
師
に
漢
方
知
識
は
必
要
か
？

0 私
横
浜
薬
科
大
学
　
薬
学
部
 漢
方
薬
学
科
 教
授
　
石
毛
 敦
 先
生
 

接
骨
院
に
お
け
る
新
し
い
臨
床
治
療

0 私
帝
京
平
成
大
学
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部
 柔
道
整
復
学
科
 教
授
　
樽
本
 修
和
 先
生
 

沖
縄
＝
長
寿
？
　「

健
康
長
寿
を
愉
し
も
う
！
」

0 公
名
桜
大
学
　
人
間
健
康
学
部
 ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
 教
授
　
高
瀬
 幸
一
 先
生
 

「
も
っ
た
い
な
い
」と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
は
？

0 私
跡
見
学
園
女
子
大
学
　
マ
ネ
ジ
メン
ト
学
部
 生
活
環
境
マ
ネ
ジ
メン
ト
学
科
 准
教
授
　
横
井
 由
利
 先
生
 

選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、ス

ポ
ー
ツ
食
育
の
ス
ス
メ

0 私
高
崎
健
康
福
祉
大
学
　
健
康
福
祉
学
部
 健
康
栄
養
学
科
 教
授
　
木
村
 典
代
 先
生
 

耳
を
澄
ま
せ
ば
～
音
楽
か
ら
始
ま
る
知
の
探
検
～

0 私
上
野
学
園
大
学
　
音
楽
学
部
 音
楽
学
科
 講
師
　
箕
口
 一
美
 先
生
 

少
女
た
ち
の
あ
え
か
な
世
界
　
百
年
前
の
少
女
小
説

0 私
専
修
大
学
　
文
学
部
 日
本
文
学
文
化
学
科
 教
授
　
山
口
 政
幸
 先
生
 

し
ぐ
さ
で
伝
え
る
？
　
伝
わ
る
！？

　
あ
な
た
の
心

0 私
東
京
未
来
大
学
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
行
動
科
学
部
 准
教
授
　
磯
 友
輝
子
 先
生
 

自
分
ら
し
く
生
き
る
に
は

0 私
立
正
大
学
　
心
理
学
部
 臨
床
心
理
学
科
 教
授
　
小
澤
 康
司
 先
生
 

地
図
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、社

会
を
ど
う
変
え
た
か
?

0 私
立
正
大
学
　
地
球
環
境
科
学
部
 地
理
学
科
 教
授
　
鈴
木
 厚
志
 先
生
 

英
語
の
語
彙
力
を
高
め
る
Ｔ
ｒｉ

ｃ
ｋ
を
伝
授
！
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 公
国
際
教
養
大
学
　
国
際
教
養
学
部
 E
AP（
英
語
集
中プ
ログ
ラム
） 教
授
　
パト
リッ
ク・
ド
ー
ティ
 先
生
 

理
科
教
育
に
お
け
る
3D

プ
リ
ン
タ
の
可
能
性

0 私
秀
明
大
学
　
学
校
教
師
学
部
 准
教
授
　
寺
前
 洋
生
 先
生
 

異
文
化
と
し
て
の
幼
児
絵
画

0 私
高
崎
健
康
福
祉
大
学
　
人
間
発
達
学
部
 子
ど
も
教
育
学
科
 准
教
授
　
石
原
 綱
成
 先
生
 

あ
な
た
の
英
語
学
習
法
、そ

れ
で
大
丈
夫
？

0 私
津
田
塾
大
学
　
学
芸
学
部
 英
文
学
科
 准
教
授
　
稲
垣
 善
律
 先
生
 

命
の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
る「

動
物
介
在
教
育
」

0 私
帝
京
科
学
大
学
　
こ
ど
も
学
部
 こ
ど
も
学
科
 教
授
　
花
園
 誠
 先
生
 

不
思
議
な
美
術
館
･博

物
館

0 私
多
摩
美
術
大
学
　
美
術
学
部
 芸
術
学
科
 教
授
　
海
老
塚
 耕
一
 先
生
 

“魅
惑
の
映
画
を
作
る「

私
」”
を
作
る

0 私
武
蔵
野
美
術
大
学
　
造
形
学
部
 映
像
学
科
 教
授
　
小
口
 詩
子
 先
生
 

こ
の
世
は
す
べ
て
舞
台
　
総
合
芸
術「

オ
ペ
ラ
」の

力
0 私
昭
和
音
楽
大
学
　
音
楽
学
部
 教
授
　
有
田
 栄
 先
生
 

Ｅ
Ｕ
に
よ
る
国
際
的
な
ル
ー
ル
作
り

0 私
共
立
女
子
大
学
　
国
際
学
部
 国
際
学
科
 教
授
　
八
十
田
 博
人
 先
生
 

殺
人
罪
と
は
何
か

0 私
立
正
大
学
　
法
学
部
 法
学
科
 准
教
授
　
友
田
 博
之
 先
生
 

ア
ジ
ア
の
成
長
と
都
市
の
未
来

0 私
亜
細
亜
大
学
　
都
市
創
造
学
部
 都
市
創
造
学
科
 教
授
　
後
藤
 康
浩
 先
生
 

人
気
マ
ン
ガ
か
ら
わ
か
る
経
営
学
の
大
切
さ

0 私
駒
澤
大
学
　
経
営
学
部
 経
営
学
科
 教
授
　
中
村
 公
一
 先
生
 

帳
簿
は
会
社
の
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
で
す

0 私
札
幌
学
院
大
学
　
経
営
学
部
 会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
 准
教
授
　
坂
口
 勝
幸
 先
生
 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
を
経
済
学
的
視
点
で
観
察
す
る

0 私
専
修
大
学
　
経
済
学
部
 国
際
経
済
学
科
 准
教
授
　
大
倉
 正
典
 先
生
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
日
本
の
企
業
と
私
た
ち
の
仕
事

0 国
一
橋
大
学
　
経
済
学
部
 教
授
　
冨
浦
 英
一
 先
生
 

総
合
政
策
と
し
て
の
観
光
政
策
　
沖
縄
の
事
例
か
ら

0 公
名
桜
大
学
　
国
際
学
群
 観
光
産
業
専
攻
 准
教
授
　
大
谷
 健
太
郎
 先
生
 

「
プ
レ
ミ
ア
ム
う
ま
い
棒
」の

人
気
の
秘
密
を
探
る

0 私
明
治
大
学
　
政
治
経
済
学
部
 政
治
学
科
 教
授
　
木
谷
 光
宏
 先
生
 

社
会
調
査
の
力：

大
学
生
が
歩
い
た
被
災
地
の
記
憶

0 私
専
修
大
学
　
人
間
科
学
部
 社
会
学
科
 教
授
　
嶋
根
 克
己
 先
生
 

「
相
違
」や
「
争
い
ご
と
」の

解
決
の
方
法
と
は
？

0 私
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
　
国
際
社
会
学
部
 国
際
社
会
学
科
 准
教
授
　
名
嘉
 憲
夫
 先
生
 

多
文
化
時
代
の
宗
教
と
共
生

0 国
長
崎
大
学
　
多
文
化
社
会
学
部
 多
文
化
社
会
学
科
 准
教
授
　
滝
澤
 克
彦
 先
生
 

メ
デ
ィ
ア
は
社
会
を
変
え
る

0 私
明
治
大
学
　
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
 教
授
　
大
黒
 岳
彦
 先
生
 

ゲ
ー
ム
に
隠
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
見
極
め
よ
う

0 私
尚
美
学
園
大
学
　
芸
術
情
報
学
部
 情
報
表
現
学
科
 准
教
授
　
野
上
 竜
一
 先
生
 

生
体
情
報
を
分
析
し
て
ゲ
ー
ム
を
も
っ
と
面
白
く！

0 私
東
京
工
科
大
学
　
メ
デ
ィ
ア
学
部
 メ
デ
ィ
ア
学
科
 教
授
　
三
上
 浩
司
 先
生
 

先
端
科
学
技
術
を
支
え
る
材
料
開
発
と
物
性
評
価

0 国
京
都
大
学
　
理
学
部
 化
学
教
室
 教
授
　
吉
村
 一
良
 先
生
 

建
築
の「

保
存
・
再
生
デ
ザ
イ
ン
」と

は
？

0 私
工
学
院
大
学
　
建
築
学
部
 建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
 准
教
授
　
大
内
田
 史
郎
 先
生
 

日
本
が
誇
る
安
心
・
安
全
な
鉄
道
技
術
を
世
界
へ

0 私
上
智
大
学
　
理
工
学
部
 機
能
創
造
理
工
学
科
 教
授
　
曄
道
 佳
明
 先
生
 

衛
星
を
利
用
し
た
誤
差
数
ｃ
ｍ
の
位
置
決
定
と
は
？

0 国
東
京
海
洋
大
学
　
海
洋
工
学
部
 海
事
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 准
教
授
　
久
保
 信
明
 先
生
 

地
雷
探
知
機
の
開
発
と
改
良
で
平
和
に
貢
献
し
よ
う

0 私
東
京
電
機
大
学
　
未
来
科
学
部
 ロ
ボ
ット
・メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
学
科
 教
授
　
石
川
 潤
 先
生
 

エ
ン
ジ
ン
を
通
し
て
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

0 私
東
京
都
市
大
学
　
工
学
部
 機
械
工
学
科
 准
教
授
　
伊
東
 明
美
 先
生
 

ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
で
水
を
分
析
し
よ
う

0 国
長
岡
技
術
科
学
大
学
　
工
学
部
 物
質
材
料
工
学
専
攻
 准
教
授
　
高
橋
 由
紀
子
 先
生
 

哺
乳
類
の
個
体
発
生
に
卵
子
と
精
子
が
必
要
な
わ
け

0 私
東
京
農
業
大
学
　
生
命
科
学
部
 バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

※
20
17
年
4月
開
設
予
定
 教
授
　
小
川
 英
彦
 先
生
 

薬
物
相
互
作
用
～
薬
と
食
品
の
微
妙
な
関
係
～

0 私
東
京
理
科
大
学
　
薬
学
部
 薬
学
科
 教
授
　
青
山
 隆
夫
 先
生
 

食
中
毒
の
研
究
が
薬
の
開
発
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
！

0 私
北
海
道
医
療
大
学
　
薬
学
部
 薬
学
科
 衛
生
薬
学
講
座
 教
授
　
和
田
 啓
爾
 先
生
 

チ
ェ
ー
ン
店
か
頑
固
親
父
の
味
か
、医

療
者
は
？

0 私
群
馬
パ
ー
ス
大
学
　
保
健
科
学
部
 臨
床
工
学
科
 

※
平
成
29
年
4月
開
設
予
定（
設
置
届
出
中
） 
教
授（
就
任
予
定
）　
芝
本
 隆
 先
生
 

高
度
先
進
医
療
に
貢
献
す
る
臨
床
検
査
技
師
の
育
成

0 私
国
際
医
療
福
祉
大
学
　
成
田
保
健
医
療
学
部
 医
学
検
査
学
科
 教
授
　
大
澤
 進
 先
生
 

あ
な
た
の
骨
と
筋
は
ど
ん
な
形
？
　
や
さ
し
い
解
剖
学

0 私
北
海
道
文
教
大
学
　
人
間
科
学
部
 理
学
療
法
学
科
 准
教
授
　
白
幡
 知
尋
 先
生
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
情
報
収
集
術

0 私
高
崎
健
康
福
祉
大
学
　
健
康
福
祉
学
部
 社
会
福
祉
学
科
 教
授
　
金
井
 敏
 先
生
 

世
の
中
を
創
る
仕
事
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
学
ぼ
う

0 私
東
北
福
祉
大
学
　
総
合
福
祉
学
部
 社
会
福
祉
学
科
 教
授
　
三
浦
 剛
 先
生
 

体
験
し
て
み
よ
う
。今

日
か
ら
で
き
る
介
護
入
門
。

0 私
東
洋
大
学
　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
 生
活
支
援
学
科
 生
活
支
援
学
専
攻
 教
授
　
渡
辺
 裕
美
 先
生
 

 「
い
る
だ
け
支
援
」っ

て
何
だ
？

0 国
福
島
大
学
　
行
政
政
策
学
類
 地
域
と
行
政
専
攻
 教
授
　
鈴
木
 典
夫
 先
生
 

源
氏
物
語
の
表
現
～〈

物
の
怪
〉描

写
を
中
心
に
～

0 国
京
都
大
学
　
文
学
部
 准
教
授
　
金
光
 桂
子
 先
生
 

英
語
の
発
音
～
変
遷
の
歴
史
と
方
言
～

0 私
専
修
大
学
　
文
学
部
 英
語
英
米
文
学
科
 教
授
　
三
浦
 弘
 先
生
 

作
家
は
み
ん
な
、「
検
閲
」を

受
け
て
い
た

0 私
北
海
学
園
大
学
　
人
文
学
部
 日
本
文
化
学
科
 教
授
　
田
中
 綾
 先
生
 

心
の
地
図
の
描
き
方

0 私
明
治
学
院
大
学
　
心
理
学
部
 心
理
学
科
 准
教
授
　
川
端
 一
光
 先
生
 

仏
像
が
宿
す
記
憶
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

0 私
立
正
大
学
　
仏
教
学
部
 仏
教
学
科
 教
授
　
秋
田
 貴
廣
 先
生
 

と
な
り
の
ト
ト
ロ
か
ら
学
ぶ
子
ど
も
の
発
達
と
心
理

0 私
洗
足
こ
ど
も
短
期
大
学
　
幼
児
教
育
保
育
科
 准
教
授
　
山
本
 有
紀
 先
生
 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
美
術
の
デ
ザ
イ
ン
手
法
を
知
ろ
う
！

0 私
多
摩
美
術
大
学
　
美
術
学
部
 演
劇
舞
踊
デ
ザ
イ
ン
学
科
 教
授
　
山
下
 恒
彦
 先
生
 

人
間
愛
あ
ふ
れ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
の
世
界

0 私
上
野
学
園
大
学
　
音
楽
学
部
 音
楽
学
科
 准
教
授
　
吉
田
 伸
昭
 先
生
 

な
ぜ
多
く
の
企
業
は
株
式
会
社
な
の
か

0 私
成
城
大
学
　
法
学
部
 法
律
学
科
 教
授
　
今
野
 裕
之
 先
生
 

こ
れ
か
ら
の「

公
」の

話
を
し
よ
う

0 国
名
古
屋
大
学
　
法
学
部
 准
教
授
　
加
藤
 哲
理
 先
生
 

時
　
限

学
問
系
統

講
義
タ
イ
ト
ル（

上
段
）／

講
師（

下
段
）

学
問
系
統

講
義
タ
イ
ト
ル（

上
段
）／

講
師（

下
段
）

6 時限目 15
：
10 ～

15
：
40 7 時限目 16

：
00 ～

16
：
30

「
ア
ジ
ア
経
済
成
長
の
ヒ
ミ
ツ
」～

導
入
編
～
 

0 私
亜
細
亜
大
学
　
経
済
学
部
 経
済
学
科
 講
師
　
布
田
 功
治
 先
生
 

会
計
不
正「

循
環
取
引
」と

監
査
人
の
対
決
！

0 私
専
修
大
学
　
商
学
部
 会
計
学
科
 教
授
　
奥
西
 康
宏
 先
生
 

そ
れ
っ
て
ホ
ン
ト
に
お
得
？
　
戦
略
思
考
で
お
買
い
物

0 私
創
価
女
子
短
期
大
学
　
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
 准
教
授
　
川
島
 秀
明
 先
生
 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
考
え
る

0 私
明
治
大
学
　
商
学
部
 准
教
授
　
西
 剛
広
 先
生
 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン：

人
格
と
国
文
化

0 公
横
浜
市
立
大
学
　
国
際
総
合
科
学
部
 経
営
科
学
系
 教
授
　
大
西
 純
 先
生
 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
見
る
経
営
学

0 私
立
正
大
学
　
経
営
学
部
 経
営
学
科
 教
授
　
佐
藤
 一
義
 先
生
 

心
理
学
の
視
点
か
ら
み
る『

千
と
千
尋
の
神
隠
し
』

0 私
東
北
福
祉
大
学
　
総
合
福
祉
学
部
 福
祉
心
理
学
科
 教
授
　
渡
部
 純
夫
 先
生
 

す
べ
て
の
人
の
た
め
の
社
会
を
め
ざ
す
社
会
福
祉

0 私
立
正
大
学
　
社
会
福
祉
学
部
 社
会
福
祉
学
科
 教
授
　
蟻
塚
 昌
克
 先
生
 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
？
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

日
本
語
と
英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
帝
京
平
成
大
学
　
現
代
ラ
イ
フ
学
部
 人
間
文
化
学
科
 講
師
　
ジ
ェ
イ
ソ
ン・
グ
デ
ィ
ア
 先
生
 

ど
こ
で
も
だ
れ
と
で
も
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

0 私
成
蹊
大
学
　
理
工
学
部
 情
報
科
学
科
 教
授
　
栗
林
 伸
一
 先
生
 

大
学
生
が
作
る
テ
レ
ビ
局

0 私
専
修
大
学
　
ネ
ット
ワ
ー
ク
情
報
学
部
 ネ
ット
ワ
ー
ク
情
報
学
科
 教
授
　
福
冨
 忠
和
 先
生
 

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
」の

未
来
像

0 私
宝
塚
大
学
　
東
京
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
部
 メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
科
 映
像
領
域
 講
師
　
田
島
 悠
史
 先
生
 

可
愛
く
見
せ
る
イ
ン
ス
タ
写
真
の
撮
影
＆
加
工
術
！

0 私
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
学
科

 准
教
授
　
小
倉
 以
索
 先
生
 

LI
N
Eで

感
情
や
気
持
ち
は
伝
わ
る
？

0 私
東
京
女
子
大
学
　
現
代
教
養
学
部
 人
間
科
学
科
 コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
専
攻
 准
教
授
　
加
藤
 尚
吾
 先
生
 

組
織
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
広
告
と
PR

の
違
い

0 私
東
洋
大
学
　
社
会
学
部
 メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
 准
教
授
　
薗
部
 靖
史
 先
生
 

映
画
化
す
る
方
法
教
え
ま
す

0 私
日
本
映
画
大
学
　
映
画
学
部
 映
画
学
科
 准
教
授
　
中
川
 譲
 先
生
 

人
類
を
超
越
し
た
歌
手
を
創
る「

歌
声
補
完
計
画
」

0 国
山
梨
大
学
　
工
学
部
 コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
科
 助
教
　
森
勢
 将
雅
 先
生
 

長
生
き
の
秘
訣
と
D
N
A
   
  

0 国
茨
城
大
学
　
理
学
部
 理
学
科
 教
授
　
石
見
 幸
男
 先
生
 

生
命
を
分
子
の
物
理
法
則
か
ら
理
解
～
C
G
で
再
現

0 国
九
州
工
業
大
学
　
情
報
工
学
部
 生
命
情
報
工
学
科
 准
教
授
　
入
佐
 正
幸
 先
生
 

宇
宙
の
ど
こ
に
生
命
は
い
る
だ
ろ
う
か
？

0 国
東
京
工
業
大
学
　
理
学
院
 地
球
惑
星
科
学
系
 教
授
　
中
本
 泰
史
 先
生
 

タ
ン
パ
ク
質
：
形
が
機
能
を
物
語
る

0 国
山
梨
大
学
　
生
命
環
境
学
部
 生
命
工
学
科
 准
教
授
　
大
山
 拓
次
 先
生
 

電
波
観
測
を
用
い
た
宇
宙
地
球
環
境
の
監
視
と
予
測

0 国
電
気
通
信
大
学
　
情
報
理
工
学
域
 Ⅱ
類（
融
合
系
） 電
子
情
報
学
プ
ロ
グ
ラム
 教
授
　
芳
原
 容
英
 先
生
 

次
世
代
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
推
進

0 国
東
京
大
学
　
工
学
部
 航
空
宇
宙
工
学
科
 教
授
　
渡
辺
 紀
徳
 先
生
 

世
界
初
！
　
日
本
発
！
　
寝
電
計
の
開
発
最
前
線

0 私
東
京
電
機
大
学
　
工
学
部
 電
気
電
子
工
学
科
 教
授
　
植
野
 彰
規
 先
生
 

自
然
災
害
か
ら
の
安
全
な
避
難
に
つ
い
て

0 私
東
京
電
機
大
学
　
理
工
学
部
 建
築
・
都
市
環
境
学
系
 教
授
　
高
田
 和
幸
 先
生
 

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
＝
身
近
で
眠
る
大
切
な
資
源

0 私
東
京
都
市
大
学
　
工
学
部
 エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
科
 准
教
授
　
髙
津
 淑
人
 先
生
 

体
内
埋
込
型
医
療
機
器
へ
の
無
線
電
力
伝
送

0 私
東
京
理
科
大
学
　
基
礎
工
学
部
 電
子
応
用
工
学
科
 准
教
授
　
柴
 建
次
 先
生
 

数
値
な
模
型
の
作
り
方（

流
体
を
例
に
し
て
）

0 私
明
星
大
学
　
理
工
学
部
 総
合
理
工
学
科
 環
境
科
学
系
 准
教
授
　
櫻
井
 達
也
 先
生
 

動
物
実
験
は
ど
こ
ま
で
置
き
換
え
ら
れ
る
の
か
？

0 国
横
浜
国
立
大
学
　
理
工
学
部
 化
学
・
生
命
系
学
科
 教
授
　
板
垣
 宏
 先
生
 

動
物
の
卵
の
話
～
生
殖
細
胞
の
老
化
に
つ
い
て
～

0 私
東
京
農
業
大
学
　
農
学
部
 畜
産
学
科
 教
授
　
岩
田
 尚
孝
 先
生
 

き
の
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
世
界
を
あ
な
た
に
！！

0 私
東
京
農
業
大
学
　
地
域
環
境
科
学
部
 森
林
総
合
科
学
科
 教
授
　
江
口
 文
陽
 先
生
 

植
物
も
病
気
に
な
る

0 私
法
政
大
学
　
生
命
科
学
部
 応
用
植
物
科
学
科
 助
教
　
廣
岡
 裕
吏
 先
生
 

す
べ
て
の
人
に
白
い
歯
を
　
歯
の
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

0 国
東
京
医
科
歯
科
大
学
　
歯
学
部
 歯
学
科
 准
教
授
　
大
槻
 昌
幸
 先
生
 

薬
剤
師
の
こ
れ
か
ら
～
臨
床
薬
学
の
広
ま
り
～

0 私
日
本
薬
科
大
学
　
薬
学
部
 薬
学
科
 教
授
　
松
田
 佳
和
 先
生
 

音
楽
活
動
か
ら
み
る
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

0 私
北
海
道
医
療
大
学
　
リハ
ビ
リテ
ー
ショ
ン
科
学
部
 作
業
療
法
学
科
 准
教
授
　
浅
野
 雅
子
 先
生
 

健
康
に
関
す
る
情
報
の
見
方

0 公
埼
玉
県
立
大
学
　
保
健
医
療
福
祉
学
部
 健
康
開
発
学
科
 教
授
　
延
原
 弘
章
 先
生
 

イ
ン
テ
リ
ア
の
リ
フ
ォ
ー
ム
　
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

0 私
東
京
家
政
学
院
大
学
　
現
代
生
活
学
部
 生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
 教
授
　
原
口
 秀
昭
 先
生
 

常
識
の
ウ
ソ
？
　
わ
か
っ
て
き
た
味
覚
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

0 私
日
本
女
子
大
学
　
家
政
学
部
 食
物
学
科
 准
教
授
　
太
田
 正
人
 先
生
 

あ
な
た
の
明
後
日
を
変
え
る
学
習
心
理
学

0 私
専
修
大
学
　
人
間
科
学
部
 心
理
学
科
 教
授
　
澤
 幸
祐
 先
生
 

良
い
顔
に
な
る
た
め
の「

哲
学
入
門
」 

0 私
東
洋
大
学
　
文
学
部
 哲
学
科
 教
授
　
河
本
 英
夫
 先
生
 

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
に
隠
さ
れ
た
脅
威
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
法
政
大
学
　
GI
S（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
） グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
科
 准
教
授
　
ダ
ニ
エ
ル・
ホワ
イト
 先
生
 

日
本
語
の
方
言
比
較
、日

本
語
と
英
語
の
比
較

0 公
名
桜
大
学
　
国
際
学
群
 語
学
教
育
専
攻
 教
授
　
中
村
 浩
一
郎
 先
生
 

小
・
中
・
高
校
と「

大
学
」は

ど
こ
が
違
う
の
？

0 私
埼
玉
学
園
大
学
　
人
間
学
部
 子
ど
も
発
達
学
科
 教
授
　
吉
村
 日
出
東
 先
生
 

英
語
発
音
ク
リ
ニ
ッ
ク

0 国
東
京
学
芸
大
学
　
教
育
学
部
 英
語
科
 教
授
　
馬
場
 哲
生
 先
生
 

教
育
の
常
識
を
と
ら
え
直
す
～
教
育
社
会
学
入
門
～

0 私
日
本
女
子
大
学
　
人
間
社
会
学
部
 教
育
学
科
 教
授
　
藤
田
 武
志
 先
生
 

「
本
当
の
デ
ザ
イ
ン
」っ

て
何
だ
ろ
う
？

0 私
明
星
大
学
　
デ
ザ
イ
ン
学
部
 デ
ザ
イ
ン
学
科
 教
授
　
西
本
 剛
己
 先
生
 

音
楽
と
物
語
が
響
き
合
う
と
き
～
舞
台
芸
術
の
魅
力

0 私
上
野
学
園
大
学
　
音
楽
学
部
 音
楽
学
科
 グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
コ
ー
ス
 講
師
　
向
井
 大
策
 先
生
 

映
像
作
品
に
お
け
る
音
楽
と
そ
の
作
曲
法
に
つ
い
て

0 私
洗
足
学
園
音
楽
大
学
　
音
楽
学
部
 音
楽・
音
響
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
 教
授
　
渡
辺
 俊
幸
 先
生
 

未
成
年
者
の
喫
煙
を
禁
じ
た
の
は
誰
な
の
か
？

0 私
専
修
大
学
　
法
学
部
 法
律
学
科
 准
教
授
　
坂
誥
 智
美
 先
生
 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
規
制
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

0 私
中
央
大
学
　
法
学
部
 教
授
　
橋
本
 基
弘
 先
生
 

著
作
物
の
類
似
―
―
ど
こ
ま
で
似
て
た
ら
侵
害
？

0 私
明
治
大
学
　
法
学
部
 法
律
学
科
 准
教
授
　
金
子
 敏
哉
 先
生
 

小
さ
な
会
社
に
学
ぶ
。私

も
社
長
に
な
れ
る
か
な
？

0 私
亜
細
亜
大
学
　
経
営
学
部
 経
営
学
科
 教
授
　
高
石
 光
一
 先
生
 

身
近
に
あ
る「

ブ
ラ
ン
ド
」の

正
体
と
は
！？

0 私
専
修
大
学
　
経
営
学
部
 経
営
学
科
 准
教
授
　
橋
田
 洋
一
郎
 先
生
 

経
営
に
生
か
す
心
理
情
報
学

0 私
多
摩
大
学
　
経
営
情
報
学
部
 経
営
情
報
学
科
 教
授
　
大
森
 拓
哉
 先
生
 

ア
ニ
メ・

漫
画
の
舞
台
が
新
し
い
観
光
資
源
に
！

0 私
帝
京
平
成
大
学
　
現
代
ラ
イ
フ
学
部
 観
光
経
営
学
科
 教
授
　
宮
越
 雅
明
 先
生
 

学
問
の
す
す
め
～
地
域
と
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
～

0 私
大
正
大
学
　
地
域
創
生
学
部
 地
域
創
生
学
科
 教
授
　
北
郷
 裕
美
 先
生
 

あ
な
た
に
知
ら
さ
れ
な
い
隠
さ
れ
た「

真
実
」と

は
 ［こ
の
講
義
ラ
イ
ブ
は
　

日
本
語
と
英
語
で
実
施
さ
れ
ま
す
］

0 私
東
洋
大
学
　
国
際
学
部
 グ
ロ
ー
バ
ル・
イノ
ベ
ー
ショ
ン
学
科（
仮
称
）

※
20
17
年
4月
開
設
に
向
け
て
届
出
設
置
書
類
提
出
中
 准
教
授（
就
任
予
定
）　
迦
部
留
 チ
ャ
ー
ル
ズ
 先
生
 

国
際
法
か
ら
世
界
を
み
る

0 国
長
崎
大
学
　
多
文
化
社
会
学
部
 多
文
化
社
会
学
科
 助
教
　
石
司
 真
由
美
 先
生
 

超
会
議
20

15
で
大
賞
！
　
世
界
が
注
目
 V
R
技
術

0 私
神
奈
川
工
科
大
学
　
情
報
学
部
 情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
 准
教
授
　
白
井
 暁
彦
 先
生
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
新
し
い
流
れ

0 私
津
田
塾
大
学
　
学
芸
学
部
 情
報
科
学
科
 教
授
　
来
住
 伸
子
 先
生
 

知
っ
て
得
す
る
統
計
学

0 私
東
海
大
学
　
情
報
通
信
学
部
 経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 准
教
授
　
田
畑
 智
章
 先
生
 

デ
ジ
タ
ル
画
像
・
映
像
の
品
質
っ
て
キ
レ
イ
な
の
？

0 国
富
山
大
学
　
工
学
部
 知
能
情
報
工
学
科
 教
授
　
堀
田
 裕
弘
 先
生
 

超
伝
導
は
フ
ツ
ー
？
　
極
限
な
物
質
を
み
て
み
よ
う
！

0 国
大
阪
大
学
　
基
礎
工
学
部
 電
子
物
理
科
学
科
 物
性
物
理
科
学
コ
ー
ス
 教
授
　
清
水
 克
哉
 先
生
 

有
機
化
学
で
で
き
る
こ
と

0 私
成
蹊
大
学
　
理
工
学
部
 物
質
生
命
理
工
学
科
 教
授
　
横
山
 明
弘
 先
生
 

重
力
波
源
を
探
せ
！

0 国
東
京
工
業
大
学
　
理
学
院
 物
理
学
系
 教
授
　
河
合
 誠
之
 先
生
 

陽
電
子
が
織
り
な
す
物
理
学

0 私
東
京
理
科
大
学
　
理
学
部
第
二
部
 物
理
学
科
 教
授
　
長
嶋
 泰
之
 先
生
 

ヒ
ト
iP
S細

胞
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
関
係
式

0 国
長
岡
技
術
科
学
大
学
　
技
学
研
究
院
 技
術
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
攻・

生
物
機
能
工
学
専
攻（
兼
務
）

 准
教
授
　
大
沼
 清
 先
生
 

夢
の
自
動
運
転
自
動
車
の
開
発

0 国
金
沢
大
学
　
新
学
術
創
成
研
究
機
構
 未
来
社
会
創
造
コア
 自
動
運
転
ユニ
ット
 准
教
授
　
菅
沼
 直
樹
 先
生
 

社
会
・
生
活
・
環
境
を
守
る
材
料
工
学

0 私
芝
浦
工
業
大
学
　
工
学
部
 材
料
工
学
科
 教
授
　
野
田
 和
彦
 先
生
 

も
っ
と
取
り
出
せ
、太

陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

0 国
信
州
大
学
　
工
学
部
 電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 教
授
　
橋
本
 佳
男
 先
生
 

球
乗
り
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
開
発

0 私
諏
訪
東
京
理
科
大
学
　
工
学
部
 機
械
工
学
科
 教
授
　
星
野
 祐
 先
生
 

伝
わ
る
！
  伝

え
る
！
  聴

覚
障
が
い
者
支
援
技
術

0 国
筑
波
技
術
大
学
　
産
業
技
術
学
部
 産
業
情
報
学
科
 准
教
授
　
若
月
 大
輔
 先
生
 

物
質
の
機
能
を
原
子
レ
ベ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

0 国
電
気
通
信
大
学
　
情
報
理
工
学
域
 Ⅲ
類（
理
工
系
） 電
子
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
 教
授
　
中
村
 淳
 先
生

環
境
に
や
さ
し
い
明
日
の
飛
行
機

0 国
東
京
大
学
　
工
学
部
 航
空
宇
宙
工
学
科
 教
授
　
李
家
 賢
一
 先
生
 

環
境
に
や
さ
し
い
自
動
運
航
水
上
バ
ス
を
め
ざ
し
て

0 国
東
京
海
洋
大
学
　
海
洋
工
学
部
 海
洋
電
子
機
械
工
学
科
 准
教
授
　
清
水
 悦
郎
 先
生
 

医
用
工
学
の
技
術
で
人
工
心
臓
や
車
い
す
を
開
発

0 私
東
京
都
市
大
学
　
工
学
部
 医
用
工
学
科
 教
授
　
和
多
田
 雅
哉
 先
生
 

眼
か
ら
わ
か
る
心
や
病
気
の
サ
イ
ン
　
医
工
学
入
門

0 国
新
潟
大
学
　
工
学
部
 福
祉
人
間
工
学
科
 准
教
授
　
飯
島
 淳
彦
 先
生
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
手
芸
設
計
支
援

0 私
明
治
大
学
　
総
合
数
理
学
部
 先
端
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
 講
師
　
五
十
嵐
 悠
紀
 先
生
 

麻
痺
し
た
体
を
動
か
す
、そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム

0 私
大
阪
医
科
大
学
　
医
学
部
 医
学
科
 教
授
　
小
野
 富
三
人
 先
生
 

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
を
め
ざ
せ
！

0 国
東
京
医
科
歯
科
大
学
　
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
 肝
胆
膵
外
科
学
分
野
 教
授
　
田
邉
 稔
 先
生
 

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
問
題
に
つ
い
て

0 国
弘
前
大
学
　
医
学
部
 医
学
科
 教
授
　
中
村
 和
彦
 先
生
 

ク
ス
リ
の「

立
体
」を

作
り
分
け
る

0 私
高
崎
健
康
福
祉
大
学
　
薬
学
部
 薬
学
科
 教
授
　
山
際
 教
之
 先
生
 

関
節
運
動
を
感
知
す
る
神
経
機
能
の
役
割
と
は
何
か

0 公
埼
玉
県
立
大
学
　
保
健
医
療
福
祉
学
部
 理
学
療
法
学
科
 教
授
　
金
村
 尚
彦
 先
生
 

く
ら
し
の
情
景
を
物
語
に
す
る
住
空
間
デ
ザ
イ
ン

0 私
駒
沢
女
子
大
学
　
人
文
学
部
 住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科
 准
教
授
　
佐
藤
 勉
 先
生
 

食
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
菓
子
か
ら
み
る
現
代
の
食
文
化

0 私
女
子
栄
養
大
学
　
栄
養
学
部
 食
文
化
栄
養
学
科
 准
教
授
　
平
野
 覚
堂
 先
生
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東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、

デザイン農学科（仮称）の卒業生に

対する企業等の採用意向に関するアンケート調査報告

平成２８年１１月

一般財団法人 日本開発構想研究所
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東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、 
デザイン農学科（仮称）の卒業生に対する 

企業等の採用意向に関するアンケート調査報告 
 
１．調査概要 
（1） 調査目的 

平成 30 年 4 月に予定している東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、デザイン

農学科（仮称）の開設に向けて、東京農業大学卒業生の採用実績のある企業、または卒業

生の就職が見込まれる、45 都道府県（奈良県、長崎県を除く都道府県）の企業等の採用担

当者にアンケートを実施し、東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、デザイン農

学科（仮称）の卒業生に対する企業等の採用意向を把握することを目的とする。 
 
（2） 調査対象 

東京農業大学卒業生の採用実績のある企業、または卒業生の就職が見込まれる企業等

3,262 社の採用担当者にアンケートを実施し、627 件の有効回答があった。 
 
（3） 調査方法 

東京農業大学卒業生の採用実績のある企業、または卒業生の就職が見込まれる企業等

3,262 社の採用担当者にアンケート用紙及び東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、

デザイン農学科（仮称）の概要を示したリーフレットを送付し、アンケートを実施した。

回答については第三者機関へ企業等から直接郵送。 
集計結果より、東京農業大学農学部生物資源開発学科（仮称）、デザイン農学科（仮称）

の卒業生に対する採用意向を分析した。 
 
（4） 調査実施期間 

平成 28 年 9 月～平成 28 年 11 月 
 
（5） 有効回収率等 

配布数 ：3,262 社 
有効回答数：627 件 
有効回収率：約 19.2% 

 
※東京農業大学にて設置を構想している農学部生物資源開発学科、デザイン農学科は仮称

であるが、その旨の表示を本文中では省略した。 
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２．調査結果 
（1）事業所の種別について 

事業所の種別について調査した結果、回答のあった企業等 627 件のうち、「本社」が 579
件（92.3%）と最も多く、次いで「単独事業所」25 件（4.0%）、「支社」21 件（3.3%）、

「無回答」2 件（0.3%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

事業所の種別

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 本社 579          92.3         
2 支社 21             3.3            
3 単独事業所 25             4.0            

無回答 2               0.3            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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（2）事業所の所在地について 
事業所の所在地について調査した結果、回答のあった企業等627件のうち、「東京都」が

274 件（43.7%）と最も多く、次いで「神奈川県」66 件（10.5%）、「無回答」59 件

（9.4%）、「その他」58 件（9.3%）、「埼玉県」38 件（6.1%）、「静岡県」24 件（3.8%）、

「千葉県」23 件（3.7%）、「茨城県」14 件（2.2%）、「新潟県」13 件（2.1%）、「大阪府」

13 件（2.1%）、「北海道」12 件（1.9%）、「長野県」12 件（1.9%）、「愛知県」9 件（1.4%）、

「群馬県」8 件（1.3%）、「兵庫県」4 件（0.6%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

事業所の所在地

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 東京都 274          43.7         
2 神奈川県 66             10.5         
3 千葉県 23             3.7            
4 埼玉県 38             6.1            
5 茨城県 14             2.2            
6 群馬県 8               1.3            
7 北海道 12             1.9            
8 新潟県 13             2.1            
9 長野県 12             1.9            
10 静岡県 24             3.8            
11 愛知県 9               1.4            
12 大阪府 13             2.1            
13 兵庫県 4               0.6            
14 その他 58             9.3            

無回答 59             9.4            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          

東京都
43.7%

神奈川県
10.5%千葉県

3.7%
埼玉県

6.1%
茨城県

2.2%
群馬県

1.3%
北海道

1.9%

新潟県
2.1%

長野県
1.9%

静岡県
3.8%

愛知県
1.4%

大阪府
2.1%

兵庫県
0.6%

その他
9.3%

無回答
9.4%

事業所の所在地

N = 627
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（3）事業所の業種について 
事業所の業種について調査した結果、回答のあった企業等 627 件のうち、4%以上の割合

を占めたものを挙げると、「卸売業・小売業」が 141 件（22.5%）と最も多く、次いで「製

造業」136 件（21.7%）、「サービス業（他に分類されないもの）」47 件（7.5%）、「医療・

福祉」45 件（7.2%）、「建設業」35 件（5.6%）、「その他」35 件（5.6%）、「宿泊業・飲食

サービス業」34 件（5.4%）、「公務（他に分類されるものを除く」30 件（4.8%）、「農業・

林業」27 件（4.3%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

事業所の業種

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農業・林業 27               4.3              
2 漁業 0                  0.0              
3 鉱業・採石業・砂利採取業 1                  0.2              
4 建設業 35               5.6              
5 製造業 136             21.7            
6 電気・ガス・熱供給・水道業 1                  0.2              
7 情報通信業 22               3.5              
8 運輸業・郵便業 4                  0.6              
9 卸売業・小売業 141             22.5            
10 金融業・保険業 8                  1.3              
11 不動産業・物品賃貸業 8                  1.3              
12 学術研究・専門技術サービス業 15               2.4              
13 宿泊業・飲食サービス業 34               5.4              
14 生活関連サービス業・娯楽業 12               1.9              
15 教育・学習支援業 7                  1.1              
16 医療・福祉 45               7.2              
17 複合サービス業 16               2.6              
18 サービス業（他に分類されないもの） 47               7.5              
19 公務（他に分類されるものを除く） 30               4.8              
20 その他 35               5.6              

無回答 3                  0.5              
N （％ﾍﾞｰｽ） 627             100             
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（4）昨年度の採用人数について 
昨年度の採用人数について調査した結果、回答のあった企業等 627 件のうち、「20 名以

上」が 237件（37.8%）と最も多く、次いで「1~4名」137件（21.9%）、「10～19名」121
件（19.3%）、「5～9 名」100 件（15.9%）、「0 名」29 件（4.6%）、「無回答」3 件（0.5%）

の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
  

昨年度の採用人数

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 0名 29             4.6            
2 1～4名 137          21.9         
3 5～9名 100          15.9         
4 10～19名 121          19.3         
5 20名以上 237          37.8         

無回答 3               0.5            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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（5）今後の採用方針について 
今後の採用方針について調査した結果、回答のあった企業等627件のうち、「毎年、安定

的に採用していくと思う」が 435 件（69.4%）と最も多く、次いで「できれば、毎年安定

的に採用していきたいと思う」129 件（20.6%）、「毎年ではないが、ある程度は安定的に

採用していきたいと思う」39 件（6.2%）、「増員が必要になった場合に、採用を考える」

14件（2.2%）、「欠員が出た場合に、採用を考える」9件（1.4%）、「無回答」1件（0.2%）

の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

今後の採用方針

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 毎年、安定的に採用していくと思う 435             69.4            
2 できれば、毎年安定的に採用していきたいと思う 129             20.6            
3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採用していきたいと思う 39               6.2              
4 増員が必要になった場合に、採用を考える 14               2.2              
5 欠員が出た場合に、採用を考える 9                  1.4              
6 当面、採用は行わないと思う 0                  0.0              

無回答 1                  0.2              
N （％ﾍﾞｰｽ） 627             100             
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（6）人材採用における最終学歴について 
6-1 人材採用における最終学歴（第 1 位）について 

人材採用における最終学歴（第 1 位）について調査したところ、回答のあった企業等

627 件のうち、「大学」が 557 件（88.8%）と最も多く、次いで「大学院」28 件（4.5%）、

「その他」19 件（3.0%）、「無回答」13 件（2.1%）、「専門学校」6 件（1.0%）、「短期大学」

4 件（0.6%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6-2 人材採用における最終学歴（第 2 位）について 

人材採用における最終学歴（第 2 位）について調査したところ、回答のあった企業等

627 件のうち、「大学院」が 275 件（43.9%）と最も多く、次いで「短期大学」167 件

（26.6%）、「専門学校」92 件（14.7%）、「無回答」32 件（5.1%）、「その他」31 件（4.9%）、

「大学」30 件（4.8%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

人材採用における最終学歴（第1位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大学院 28             4.5            
2 大学 557          88.8         
3 短期大学 4               0.6            
4 専門学校 6               1.0            
5 その他 19             3.0            

無回答 13             2.1            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          

人材採用における最終学歴（第2位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大学院 275          43.9         
2 大学 30             4.8            
3 短期大学 167          26.6         
4 専門学校 92             14.7         
5 その他 31             4.9            

無回答 32             5.1            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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6-3 人材採用における最終学歴（第 3 位）について 
人材採用における最終学歴（第 3 位）について調査したところ、回答のあった企業等

627 件のうち、「専門学校」が 205 件（32.7%）と最も多く、次いで「短期大学」170 件

（27.1%）、「無回答」98 件（15.6%）、「その他」88 件（14.0%）、「大学院」58 件（9.3%）、

「大学」8 件（1.3%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

人材採用における最終学歴（第3位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大学院 58             9.3            
2 大学 8               1.3            
3 短期大学 170          27.1         
4 専門学校 205          32.7         
5 その他 88             14.0         

無回答 98             15.6         
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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（7）新設学科の社会的必要性について 
7-1 農学部生物資源開発学科の社会的必要性について 

東京農業大学農学部生物資源開発学科の社会的必要性について調査した結果、回答のあ

った企業等 627 件のうち、「社会的必要性が高い分野である」が 351 件（56.0%）と最も多

く、次いで「一応、社会的必要性を感じる」211件（33.7%）、「わからない」46件（7.3%）、

「無回答」9 件（1.4%）、「あまり必要性を感じない」7 件（1.1%）、「必要性はない」3 件

（0.5%）の順になっている。 
なお、東京農業大学農学部生物資源開発学科について、「社会的必要性が高い分野であ

る」、「一応、社会的必要性を感じる」の肯定的な回答を合算すると、562 件（89.7%）と

なっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7-2 農学部デザイン農学科の社会的必要性について 

東京農業大学農学部デザイン農学科の社会的必要性について調査した結果、回答のあっ

た企業等 627 件のうち、「社会的必要性が高い分野である」が 342 件（54.5%）と最も多

く、次いで「一応、社会的必要性を感じる」202 件（32.2%）、「わからない」55 件

（8.8%）、「あまり必要性を感じない」16 件（2.6%）、「無回答」10 件（1.6%）、「必要性は

ない」2 件（0.3%）の順になっている。 
なお、東京農業大学農学部デザイン農学科について、「社会的必要性が高い分野である」、

「一応、社会的必要性を感じる」の肯定的な回答を合算すると、544 件（86.7%）となっ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
  

生物資源開発学科の社会的必要性

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 社会的必要性が高い分野である 351      56.0     
2 一応、社会的必要性を感じる 211      33.7     
3 あまり必要性を感じない 7           1.1        
4 必要性はない 3           0.5        
5 わからない 46         7.3        
6 その他 0           0.0        

無回答 9           1.4        
N （％ﾍﾞｰｽ） 627      100      

デザイン農学科の社会的必要性

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 社会的必要性が高い分野である 342      54.5     
2 一応、社会的必要性を感じる 202      32.2     
3 あまり必要性を感じない 16         2.6        
4 必要性はない 2           0.3        
5 わからない 55         8.8        
6 その他 0           0.0        

無回答 10         1.6        
N （％ﾍﾞｰｽ） 627      100      
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（8）新設学科の卒業生の採用意向について 
8-1 農学部生物資源開発学科の卒業生の採用意向について 

東京農業大学農学部生物資源開発学科の卒業生の採用意向について調査した結果、回答

のあった企業等 627 件のうち、「採用を検討したい」が 306 件（48.8%）と最も多く、次い

で「採用したい」216 件（34.4%）、「採用は考えない」86 件（13.7%）、「無回答」19 件

（3.0%）の順になっている。 
なお、「採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合算すると、522 件

（83.2%）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8-2 農学部デザイン農学科の卒業生の採用意向について 

東京農業大学農学部デザイン農学科の卒業生の採用意向について調査した結果、回答の

あった企業等 627 件のうち、「採用を検討したい」が 302 件（48.2%）と最も多く、次いで

「採用したい」231 件（36.8%）、「採用は考えない」74 件（11.8%）、「無回答」20 件

（3.2%）の順になっている。 
なお、「採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合算すると、533 件

（85.0%）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生物資源開発学科の卒業生の採用意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 採用したい 216          34.4         
2 採用を検討したい 306          48.8         
3 採用は考えない 86             13.7         

無回答 19             3.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          

デザイン農学科の卒業生の採用意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 採用したい 231          36.8         
2 採用を検討したい 302          48.2         
3 採用は考えない 74             11.8         

無回答 20             3.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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（9）新設学科の卒業生の採用人数について 
9-1 農学部生物資源開発学科の卒業生の採用人数について 
「（8）8-1 農学部生物資源開発学科の卒業生の採用意向について」で肯定的な採用意向

を示した 522 件に対して、東京農業大学農学部生物資源開発学科の卒業生の将来的な採用

人数について調査したところ、「人数は未確定」が 359 件（68.8%）と最も多く、次いで

「1 人」101 件（19.3%）、「2 人」27 件（5.2%）、「5 人以上」25 件（4.8%）、「3 人」7 件

（1.3%）、「4 人」2 件（0.4%）、「無回答」1 件（0.2%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9-2 農学部デザイン農学科の卒業生の採用人数について 
「（8）8-2 農学部デザイン農学科の卒業生の採用意向について」で肯定的な採用意向を

示した 533 件に対して、東京農業大学農学部デザイン農学科の卒業生の将来的な採用人数

について調査したところ、「人数は未確定」が 362 件（67.9%）と最も多く、次いで「1 人」

110件（20.6%）、「2人」25件（4.7%）、「5人以上」23件（4.3%）、「3人」11件（2.1%）、

「4 人」2 件（0.4%）の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生物資源開発学科の卒業生の採用人数

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 1人 101          19.3         
2 2人 27             5.2            
3 3人 7               1.3            
4 4人 2               0.4            
5 5人以上 25             4.8            
6 人数は未確定 359          68.8         

無回答 1               0.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 522          100          

デザイン農学科の卒業生の採用人数

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 1人 110          20.6         
2 2人 25             4.7            
3 3人 11             2.1            
4 4人 2               0.4            
5 5人以上 23             4.3            
6 人数は未確定 362          67.9         

無回答 0               0.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 533          100          
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３．調査結果のまとめ 
東京農業大学 農学部生物資源開発学科、デザイン農学科の卒業生に対する将来的な採

用意向人数の集計にあたっては、「（8）新設学科の卒業生の採用意向について」の肯定的

な回答数と、「（9）新設学科の卒業生の採用人数について」の将来的な採用人数の各選択

肢（「1 人」、「2 人」、「3 人」、「4 人」、「5 人以上」、「人数は未確定（※）」）を乗じ、これを

合計し、算出した。 
※「人数は未確定」とは、「（8）新設学科の卒業生の採用意向について」にて、「採用した

い」「採用を検討したい」と回答し将来的な採用意向は示すが、アンケートの時点では将

来的な採用人数について確定していないものである。したがって、本調査では「人数は未

確定」の将来的な採用人数を最低数である「1 人」として計算した。 
 
 
農学部生物資源開発学科 
下記の表より、東京農業大学農学部生物資源開発学科の卒業生に対する採用意向人数は

「採用したい」のみで合計した場合、345 人分となる。入学定員は 125 人であるため、

2.76 倍の採用意向を確保できている。 
また、「採用したい」「採用を検討したい」を合計した場合、採用意向人数は 668 人とな

り、これは、入学定員 125 人に対して、約 5.34 倍となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

農学部生物資源開発学科

　回答数(件) 　回答数(件)

人数(人) 人数(人)

1人(A) 38         (a) (A)×(a) 38  1人(A) 101        (a) (A)×(a) 101  

2人(B) 23         (b) (B)×(b) 46  2人(B) 27         (b) (B)×(b) 54   

3人(C) 4          (c) (C)×(c) 12  3人(C) 7          (c) (C)×(c) 21   

4人(D) 2          (d) (D)×(d) 8   4人(D) 2          (d) (D)×(d) 8    

5人以上(E) 23         (e) (E)×(e) 115 5人以上(E) 25         (e) (E)×(e) 125  

人数は未確定(F) 126        (f) (F)×(f) 126 人数は未確定(F) 359        (f) (F)×(f) 359  

無回答 - 無回答 1          

※採用人数が無回答であった場合は、計算から除外した

合計採用意向 345 人 合計採用意向 668 人

「採用したい」

のみ
合計

「採用したい」

「採用を検討した

い」の合計

合計
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農学部デザイン農学科 
下記の表より、東京農業大学農学部デザイン農学科の卒業生に対する採用意向人数は

「採用したい」のみで合計した場合、357 人分となる。入学定員は 123 人であるため、約

2.90 倍の採用意向を確保できている。 
また、「採用したい」「採用を検討したい」を合計した場合、採用意向人数は 678 人とな

り、これは、入学定員 123 人に対して、約 5.51 倍となる。 

 
 
以上の調査結果と、今回の調査対象以外の進路も考えられることから、東京農業大学農

学部生物資源開発学科、デザイン農学科の卒業生の進路は十分に確保できるものと考える。 

農学部デザイン農学科

　回答数(件) 　回答数(件)

人数(人) 人数(人)

1人(A) 42         (a) (A)×(a) 42  1人(A) 110        (a) (A)×(a) 110  

2人(B) 18         (b) (B)×(b) 36  2人(B) 25         (b) (B)×(b) 50   

3人(C) 7          (c) (C)×(c) 21  3人(C) 11         (c) (C)×(c) 33   

4人(D) 2          (d) (D)×(d) 8   4人(D) 2          (d) (D)×(d) 8    

5人以上(E) 22         (e) (E)×(e) 110 5人以上(E) 23         (e) (E)×(e) 115  

人数は未確定(F) 140        (f) (F)×(f) 140 人数は未確定(F) 362        (f) (F)×(f) 362  

無回答 - 無回答 -

※採用人数が無回答であった場合は、計算から除外した

678 人

「採用したい」

のみ
合計

「採用したい」

「採用を検討した

い」の合計

合計

合計採用意向 357 人 合計採用意向
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東京農大
農学部

農 の ここ ろ で 社 会 を デ ザ イン す る

 2018年4月
2学科開設予定
生物資源開発学科（仮称）

デザイン農学科（仮称）

※学科の概要等は予定であり、変更する場合があります。

東京農業大学
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※学科の概要等は予定であり、変更する場合があります。

農学は生物の持つ多様な機能を巧みに利用し、高品質の食料を安定生産するとともに生活の質
（QOL：Quality of Life）を向上させ、また、生態系保全と修復にも大きな役割を果たす実践的な価
値を追求する学問です。現在、農学に対する社会的ニーズはこれまで以上に高まるとともに多様化して
きています。 

農学は生命（いのち）に触れ、生き物を育てる生産科学の学問であるばかりでなく
そこで得られる知識や知恵を利用して、地域レベルから地球規模の環境保全、
生活の質の向上やライフスタイルの形成 にまで関わることが、大きく期待されています。
このような時代のニーズに対応し農学部は、農学科、動物科学科（仮称）、生物資源開発学科（仮称）、
デザイン農学科（仮称）の４学科体制になります。 農学の広がりに対応した学科構成・カリキュラムを
整え、豊かで持続可能な社会の実現に貢献します。

農学部の研究のキーワード　農学2.0
食料生産に特化する形ではじまった農学を「農学 1.0」とすれば、現在の農学が網羅する分野は大きく
広がり、「農学 2.0」として展開を始めています。「農学 1.0」の中心課題、食料生産技術関連の研究
を完全にふまえた上で、たとえば生物機能開発、農業の多面的機能、生物多様性の確保、食農デザイ

ンなど、さまざまな新しい重要な課題に取り組んでいきます。ここでは、サスティナビリティ※、
レジリアンス※、well-being※ がキーワードになっていきます。

農学部の教育のキーワード　農学リテラシー
農学を学ぶうえで、ベースとなる基礎力向上と学びを深めるのに必要な関連分野を見渡す力、さまざま

な知識の組合せや連携させる力を養うのが農学リテラシーです。 農学リテラシーは、アカデミック
リテラシー・アカデミックスキルズ・農学全体を見わたす講義（農学俯瞰講義）
で構成し、農学部に学ぶすべての学生が、農学部に社会が期待する知識・技術を修得します。

農学部の人間力養成のキーワード　研究室
伝統的に東京農大の学びの中心は研究室です。新しい農学部でも確実に受け継がれます。
ここで培われるのは……

つまり、研究室で 社会を生き抜く力、知的基礎力を身につけることができる のです。

研究結果をまとめる
分析力

じっくりと研究を続ける
持続力

実験計画を立てる
企画力

仲間と協同で研究を進めるチームワークと
コミュニケーション力

論文をまとめる
文章力

研究結果を発表する
プレゼン力

農学部は　学科体制に。４
2018年4月

※ サスティナビリティ：持続可能性　レジリアンス：復元力　ｗell -being：身体的・精神的・社会的に良好な状態
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持続可能
な社会

植物

昆虫

野生
動物

生物資源
探索

遺伝
資源

生薬

自然史

生物多様性
管理

生物資源
利用

生物資源開発学科
Department of Bioresource Development

　生物多様性を保全することは、自然環境の維持や生態系サービスの享受につながり、持続可
能な社会構築にもつながります。農業においても、生物多様性への配慮が欠如した農地は、自
然環境に著しい負荷をかけていることは明らかです。生物多様性の維持・管理は、人間生活の
基盤であり、多面的な生物資源の持続的利用と共に、これからの農学に求められている大きな
テーマです。
　生物資源開発学科は、農業生態系から自然生態系にいたる動植物の多様性の解明と保全を基
軸に、新たな生物資源の探索と生物の多様な機能の活用方法を追究していきます。これからの
社会が求める持続可能な農業・環境・社会づくりに貢献しようという人に相応しい学科です。

生物多様性をキーワードに
持続的社会に貢献する

植物多様性学
研究室

昆虫学
研究室

野生動物学
研究室

薬用資源学
研究室

遺伝資源利用学
研究室

※学科の概要等は予定であり、変更する場合があります。

生物資
源利

用

生物
多様
性管理

野生動物

植物

遺伝資源 生薬

生物資源
探索

生物資源
開発

生物資源
利用

生物多様性
保全

生態系
管理

生物多様性の理解
多面的機能の活用

昆虫

予想される研究テーマ例

●農業生態系と自然生態系における生物相の解明・保全と生物利活用
●生物多様性管理技術の開発
●生薬の国産化を目指した栽培体系化と新たな植物資源探索
●新品種作出を目的とした有用遺伝資源開発
●ゲノム情報活用と新育種技術による次世代型の品種改良
●農業に有用な昆虫資源・潜在害虫の探索
●絶滅危惧種の生息域内ならびに生息域外保全
●野生動物の生態・行動
●野生動植物との共存を目指した生態系サービスの持続的活用

予想される進路

大学院、公務員、教員、環境コンサルタント、環境アセスメント、学芸員、
自然保護官、農業生産法人、動物園、植物園、博物館、農業および農業
関連産業、製薬会社、旅行会社（自然ツアー関連）、出版マスコミ　等

■取得資格（予定）
中学校教諭一種免許状（理科）
高等学校教諭一種免許状（理科・農業）
学芸員、図書館司書
環境再生医初級、自然再生士補

昆虫調査（フォギング）昆虫調査（フォギング）

野生動物調査野生動物調査

（仮称）
（仮称）
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持続可能
な社会

機能性製品
の開発

商品
デザイン

バイオマス
エネルギー

食品
加工

ESD

農福
連携

災害
復興

食の
安全・安心

農畜産物
の利用

デザイン農学科
Department of Agricultural Innovation for Sustainable Society

　「農」には多面的な機能があります。高品質の食料の安定供給はもちろんのこと、繊維製品、化粧品、健康
食品などの「機能性ものづくり」や、都市計画、環境・食農教育、医療福祉などとの「連携・システムづくり」
の期待も高まっています。このような多面的機能の開発を通して持続的で豊かな社会を構築し、人類の幸福
（well-being）を実現することが農学の最終目標です。
　デザイン農学科は、生物や生産物の機能性を解明し、効果的に利活用したり、さまざまな生物や加工およ
び品質評価から、それを利用する消費者の心身の健康までをカバーし、単に生存することに留まらず、食と農
との持続的なシステムに基づいた社会、地域、生活をデザインする学科です。新たなライフスタイルを提案し
実現したいという意欲あふれる人に相応しい学科です。

食と農の多面的機能の開発を通じ
持続可能な社会・地域・生活をデザインする

生物機能開発学
研究室

食資源利用学
研究室

食機能科学
研究室

生活デザイン農学
研究室

社会デザイン農学
研究室

※学科の概要等は予定であり、変更する場合があります。

サ スティ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
農
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
農

学

新しい機能性製品や
食農システムの持続性

の開発
畜産物の

加工利用技術の
開発

農産物加工と
食品機能の解明

福祉農業や
ESD活動の
展開

生物由来の
新機能製品の
開発

地域における
持続的な

食農システムの
構築

予想される研究テーマ例

●生物機能の解明とそれを利用した機能性製品の開発　
●農畜産物の加工利用技術の開発
●生物構造を模倣した（バイオミミクリー）製品の開発　  
●食品の安全性の評価　
●農業教育とESDの展開　
●農業による社会的弱者の支援　
●バイオ燃料の環境影響評価
●災害復興支援システムの構築
●持続的社会の構築のための政策提案 

予想される進路

大学院、食品関連会社、化粧品関連会社、健康素材関連会社、バイオベ
ンチャー、バイオミミクリー関連会社、農畜産物卸売業、教員、農業協
同組合、生活協同組合、社会福祉事業、公務員、コンサルタント、シン
クタンク　等

■取得資格（予定）
高等学教諭一種免許状（農業）
学芸員
図書館司書

デザイン農学：「農」や生物の機能性を利用して社会を耕す応用科学
ESD：Education for Sustainable Development「持続的な開発のための教育」

素材の機能性から
モノ・システムへ

マユの機能を活かした化粧品マユの機能を活かした化粧品

タマムシの構造色を利用した製品タマムシの構造色を利用した製品

（仮称）

（仮称）
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事業所の種別

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 本社 579          92.3         
2 支社 21             3.3            
3 単独事業所 25             4.0            

無回答 2               0.3            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          

事業所の所在地

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 東京都 274          43.7         
2 神奈川県 66             10.5         
3 千葉県 23             3.7            
4 埼玉県 38             6.1            
5 茨城県 14             2.2            
6 群馬県 8               1.3            
7 北海道 12             1.9            
8 新潟県 13             2.1            
9 長野県 12             1.9            
10 静岡県 24             3.8            
11 愛知県 9               1.4            
12 大阪府 13             2.1            
13 兵庫県 4               0.6            
14 その他 58             9.3            

無回答 59             9.4            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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事業所の業種

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 農業・林業 27               4.3              
2 漁業 0                  0.0              
3 鉱業・採石業・砂利採取業 1                  0.2              
4 建設業 35               5.6              
5 製造業 136             21.7            
6 電気・ガス・熱供給・水道業 1                  0.2              
7 情報通信業 22               3.5              
8 運輸業・郵便業 4                  0.6              
9 卸売業・小売業 141             22.5            
10 金融業・保険業 8                  1.3              
11 不動産業・物品賃貸業 8                  1.3              
12 学術研究・専門技術サービス業 15               2.4              
13 宿泊業・飲食サービス業 34               5.4              
14 生活関連サービス業・娯楽業 12               1.9              
15 教育・学習支援業 7                  1.1              
16 医療・福祉 45               7.2              
17 複合サービス業 16               2.6              
18 サービス業（他に分類されないもの） 47               7.5              
19 公務（他に分類されるものを除く） 30               4.8              
20 その他 35               5.6              

無回答 3                  0.5              
N （％ﾍﾞｰｽ） 627             100             
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今後の採用方針

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 毎年、安定的に採用していくと思う 435             69.4            
2 できれば、毎年安定的に採用していきたいと思う 129             20.6            
3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採用していきたいと思う 39               6.2              
4 増員が必要になった場合に、採用を考える 14               2.2              
5 欠員が出た場合に、採用を考える 9                  1.4              
6 当面、採用は行わないと思う 0                  0.0              

無回答 1                  0.2              
N （％ﾍﾞｰｽ） 627             100             

昨年度の採用人数

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 0名 29             4.6            
2 1～4名 137          21.9         
3 5～9名 100          15.9         
4 10～19名 121          19.3         
5 20名以上 237          37.8         

無回答 3               0.5            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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人材採用における最終学歴（第2位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大学院 275          43.9         
2 大学 30             4.8            
3 短期大学 167          26.6         
4 専門学校 92             14.7         
5 その他 31             4.9            

無回答 32             5.1            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          

人材採用における最終学歴（第1位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大学院 28             4.5            
2 大学 557          88.8         
3 短期大学 4               0.6            
4 専門学校 6               1.0            
5 その他 19             3.0            

無回答 13             2.1            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          

人材採用における最終学歴（第3位）

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 大学院 58             9.3            
2 大学 8               1.3            
3 短期大学 170          27.1         
4 専門学校 205          32.7         
5 その他 88             14.0         

無回答 98             15.6         
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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生物資源開発学科の社会的必要性

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 社会的必要性が高い分野である 351      56.0     
2 一応、社会的必要性を感じる 211      33.7     
3 あまり必要性を感じない 7           1.1        
4 必要性はない 3           0.5        
5 わからない 46         7.3        
6 その他 0           0.0        

無回答 9           1.4        
N （％ﾍﾞｰｽ） 627      100      

デザイン農学科の社会的必要性

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 社会的必要性が高い分野である 342      54.5     
2 一応、社会的必要性を感じる 202      32.2     
3 あまり必要性を感じない 16         2.6        
4 必要性はない 2           0.3        
5 わからない 55         8.8        
6 その他 0           0.0        

無回答 10         1.6        
N （％ﾍﾞｰｽ） 627      100      
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生物資源開発学科の卒業生の採用意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 採用したい 216          34.4         
2 採用を検討したい 306          48.8         
3 採用は考えない 86             13.7         

無回答 19             3.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          

デザイン農学科の卒業生の採用意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 採用したい 231          36.8         
2 採用を検討したい 302          48.2         
3 採用は考えない 74             11.8         

無回答 20             3.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 627          100          
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生物資源開発学科の卒業生の採用人数

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 1人 101          19.3         
2 2人 27             5.2            
3 3人 7               1.3            
4 4人 2               0.4            
5 5人以上 25             4.8            
6 人数は未確定 359          68.8         

無回答 1               0.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 522          100          

デザイン農学科の卒業生の採用人数

№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 1人 110          20.6         
2 2人 25             4.7            
3 3人 11             2.1            
4 4人 2               0.4            
5 5人以上 23             4.3            
6 人数は未確定 362          67.9         

無回答 0               0.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 533          100          
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